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石川県畜産総合センターの本館
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NA情報研究施設
種研究棟」の新設 （兵庫県）

兵庫県立農林水産技術総合センター
「北部農業技術センター」の本館

家畜育種研究棟

北部農業技術センターの畜産エリア
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冷蔵超高速遠心分離器
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畜産技術と
食品安全委員会

酒井 豊
（さかい ゆたか）

内閣府食品安全委員会事務局

情報・緊急時対応課長

食品安全委員会は、平成15年に施行された「食品安全基本法（基本法）」に基づき、同年 7

月に設立された比較的新しい組織です。基本法は「どんな食品にもリスクがあるという前提で、

リスクを科学的に評価し、適切な管理をすべき」という考え方を基礎としています。ご承知の

とおり、この考え方はリスク分析（アナリシス）と呼ばれ、リスク評価、リスク管理及びリス

クコミュニケーションの 3要素からなります。このうち、リスク評価を専ら担当しているのが

食品安全委員会です。 EUでも同様に、 EFSAという食品安全に係る評価機関を置いています

が、発足したのは日本のわずか 1年前の2002年のことであります。（今年11月に 5周年記念式

典が行われました。）

私の担当している課には、 EUなどから食品の安全性に関する情報が日々刻々入ってきます

ので、 EUのリスク評価及び管理機関が、リスク分析手法を前提とした対応を計画的に実施し

ようとしていることが確認できます。すなわち、あるリスクが発生した当初は、知見が十分で

はないこともあり、可能な限りの厳しい規制措置を講じるけれども、リスクの状況をモニター

しつつ、科学的根拠に基づいて役割が終わったと考えられる対策は着実に緩和しています。こ

れらの対策の変更に対して、 一部には反発はあるものの、国情の相違を乗り越えて概ね受け入

れられている実情をみると、市民 ・マスコミが対策の変更を理解できる知識や合理的な判断力

を有していることに加え、リスクコミュニケーションがうまく機能しているからではないかと

思われます。また、リスクの増減に即して管理措置を適切に変更することは当然であり、対応

しないのは行政の怠慢との考え方も定着しているようです。

我が国は基本法が施行されて 4年を経たところですが、いまだに一部学者などの意図的な発

言・出版物に右往左往する状況にあることを踏まえると、リスク分析手法の普及を通じて、食

品の安全に関する合理的な思考を定培させることが、（困難な目標ではありますが）極めて重

要であると感じています。畜産は、新技術を含めいくつかの課題があり、諸外国との対応のギ

ャップもはっきりと確認できる分野ですので、食品のリスクに対する合理的思考の定着につい

ての格好の試金石ではないかと思います。食品安全委員会もリスク評価機関として、碁本法の

理念に則り責務を着実に果たしていきます。
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室谷進
（むろやすすむ）

畜産草地研究所

食肉プロテオーム

研究チーム

牛肉の品質研究のための
プロテオミクス：トロポニンTを
中心として

l.はじめに

食肉がもともと筋肉そのものである以上、

よりおいしい食肉をつくるためのヒントは、

筋肉がもつ特性や、筋肉から食肉へ移行する

プロセスのどこかに隠されている。実際、牛

肉や豚肉は、筋肉が家畜の死後から食肉に至

るまでの過程、すなわち熟成を経ることで、

はじめて適度なやわらかさと風味をもつよう

になる。熟成においては、食肉の品質改善の

キーとなるタンパク質が存在することがわか

っているが、調べられているものはわずかで

あり、熟成に関わるタンパク質の「機能」や

「変化」についてはほとんど解明されていない。

このようなタンパク質の中には、熟成中に

タンパク質分解など周囲に変化を起こすもの

もあれば、自らが変化をうけて食味に影響す

ると想定されるものもある。後者は、食肉の

熟成中に質的にも量的にも変動し、家畜の育

種選抜指標になるだけでなく、品質が好まし

いかどうかを確かめるための客観的なマーカ

ーになりうる。このような熟成マーカーによ

り品質が表示できれば、それは消費者に有益

な情報を与え、購買意欲に影響を与える。

食肉の品質を高めるためには、このような

肉質に直結するマーカーを突きとめることが

重要である。その探索を家畜の生体で行なう

ことも必要だが、そもそも、おいしいかどう

かは口に入ってからはじめて判別できること

を考えれば、口に入る直前の食肉で、このマ

ーカーを調べることこそ、よりおいしい食肉

をつくるうえで、直接的な近道といえるかも

しれない。ただし、どのような食肉をおいし

いと感じるかは人によって異なり、あくまで

も主観的な判断となることはいうまでもない。

例えば、肉が柔らかい、酸味が強いという食

味性（肉質）をマーカーで知ることが可能に

なると考えられるが、それがおいしいか否か

はまた別の問題ということである。消費者が

好む肉の柔らかさもさまざまであろう 。重要

なのは、ニーズに応じてさまざまな「おいし

さ」の食肉を生産できる技術を確立すること、

それと同時に、生産された食肉がどのような

食味性をもつか、可能な限り情報を提供でき

る技術の開発である。

実際、熟成度などの表示による、個々の食

肉商品の情報提供サービスには、高い潜在的

ニーズがあると考えられる。そのようなサー

ビスが実現すれば、消費者には選択の自由が

与えられ、商品には新たな価値が付加され、

．
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結果的には流通業者や生産者にも利益がもた

らされる。熟成マーカーが明らかになり、と

畜後の日数を知る手立てとなれば、消費者か

らの安全•安心のニーズに応える技術にも結

びつくと考えられる。同時に、熟成マーカー

は、高品質の食肉をつくるための食肉管理技

術の開発にヒントを与える。

こうした背景のもと、筆者らは、骨格筋

（筋肉）タンパク質の変化について、家畜の

死後に限定してプロテオミクス（タンパク質

の網羅的解析技術）を用いて調べている。家

畜の死後には生体のように遺伝子からの新規

な分子合成が起こらないため、熟成研究では

遺伝子発現変動を追跡することは無意味で、

タンパク質を解析することが重要である。こ

の研究の最終目的は、食肉の熟成のメカニズ

ムを解析し、肉質を予測する因子を見出すこ

とである。骨格筋タンパク質の解析には、 2 

次元電気泳動、リン酸化検出、アミノ酸配列

解析、免疫学的手法や質量分析によるタンパ

ク質の同定などのさまざまな技術を駆使して

いる。現在、肉質のマーカーとして、最も有

力な候補の一つが筋タンパク質、 トロポニン

T （以下： TnT)である。最近では、食肉の

熟成期間中に生じるTnTの分解産物がさま

ざまな機能を発揮することが明らかになって

きた。

本稿では、 TnTのアイソフォーム、食肉

の熟成中に起こる分子レベルの分解およびそ

の意義について概説し、さらにプロテオミク

スで最近得られた知見であるミオシン調節軽

鎖タンパク質のリン酸化についても紹介する。

2. TnTの分子構造とその多様性

TnTは、筋収縮装置を構成するタンパク

質の一つで、筋収縮をCa2十依存的に調節する

トロボニン複合体のサブユニットとして、生

体内で重要な役割を果たしている。筆者らは、

日ごろから、おいしい食肉をつくるキーが熟

成過程に潜んでいると考えており、さまざま

な筋タンパク質の分解機構の解明の一環とし

て、 TnTの分解断片の構造を調べることに

した。最初に、その基盤として、 TnT遺伝

子の塩基配列を決定し、その情報からこのタ

ンパク質のアミノ酸配列を調べた。

骨格筋は収縮能（速さ）に応じて、速筋お

よび遅筋の 2種の型（筋線維型）に大別され

る。骨格筋を構成するほとんどすべての構造

タンパク質には、筋線維型に応じて速筋型お

よび遅筋型のアイソフォームが存在する 。

TnTについても、主な哺乳類に心筋型を含

む3種のアイソフォームの遺伝子が知られて

いる。

まず、ウシTnTについて調べるために、

タイプの異なる筋肉、すなわち速筋型の胸最

長筋（ロース）および遅筋型の横隔膜（さが

り、はらみ）と咬筋（ほほにく）から、 RT-

PCRで検出できるすべてのTnTのcDNA塩基

配列の決定を行なった 2)。その結果、合計8

種類の速筋型アイソフォーム（以下： fTnT)

と2種類の遅筋型アイソフォーム（以下：

sTnT)の発現が確認できた。

筆者らの研究室で決定したすべてのエクソ

ン配列が翻訳された場合のfTnTの一次構造

を図 1に示した。本稿では、骨格筋の可食部

に多く発現するfTnTについて解説し、 sTnT

の解説については他に譲りたい l)。

TnTの分子構造は多様であるが、それはN

末端側領域に集中するミニエクソン群の選択

的スプライシングによるところが大きい。

RT-PCRにより、ウシ骨格筋で発現するアイソ

フォームの発現様式を解析したところ、その

分布は骨格筋のタイプによって異なって

いた。
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T 4 T 5 T 7
 
.8. 

1 MSDEEVEHVEEEYEEEEEAQEEAPPPPAEVPEVHEEVHEVHEPEEVQEEEKPRPRLTAPK 60 

61 I PEGEKVDFDD I OKKRQNKDLMELQAL I DSHFEARKKEEEEL VALKER I EKRRAERAEQQ 120 

121 RIRAEKERERQNRLAEEKARREEEDAKRRAEDDLKKKKALSSMGANYSSYLAKADQKRGK 180 

181 KQTAREMKKKVLAERRKPLNIDHLSEDKLRDKAKELWDTLYQLETDKFEYGEKLKRQKYD 240 

▼ 16 ▼ 17 ▼ 
241 IMNVRARVEMLAKFITNLRSRIDQAQKHSKKAGTAPKGKVGGRWK 271 

配列上の矢印はエクソン境界、敬字はエクソン番号、下線部は酸味抑制ベプチド配列を示す。文献 1より

図1 fTnTアイソフォームの一次構造

アイソフォームの発現量比は、発生段階や

筋線維型の影響をうけて変化することが知ら

れているので、スプライシング様式が状況に

応じて、細かく調節されることが示唆される。

fTnTの一次構造をみると、 N末端側に多

くのグルタミン酸残基（図 1のE)が局在し

ている。そして、この領域の親水性と酸性に

大きく寄与している。グルタミン酸残基がN

末に偏在する特徴はすべてのアイソフォーム

に共通している。

3.食肉の熟成とTnTの分解

牛肉では、と畜から約24時間経過すると硬

直がピークを迎える。その後、硬直による強

収縮と細胞の恒常性維持の破綻により、牛肉

の構成タンパク質の一部が分解され始めると

ともに、骨格筋構造が徐々に崩壊を始める。

そして、硬直融解の過程にある骨格筋が熟成

した食肉になる。

タンパク質の分解には、カテプシンやカル

パインなどのプロテアーゼ（タンパク質分解

酵素）が大きく関与している。家畜の死後の

筋タンパク質分解は、食肉の軟化に大きく寄

与し、肉質に関係するので重要と考えられる。

TnTは、熟成中に顕著に分解されるタン

パク質として注目されていた。電気泳動

(SDS-PAGE)で観察されるTnTの30kDa -

断片の発現量は、熟成時間や食肉軟化の程度

との相関が極めて高いことから、熟成のよい

指標と考えられている。

筆者らは、 TnT分解機構の解明のために、

予め決定したウシTnTのアイソフォームの

一次構造情報をTnT分解断片のマッピング

の土台にして、牛肉で生成するTnT分解断

片のN末領域のアミノ酸配列を解析した叫

fTnT特異的なウェスタンブロットでは、

熟成14日目までに胸最長筋と横隔膜から、 4

種のfTnTアイソフォームタンパク質とfTnT

由来のさまざまな分解断片が検出された。ま

た、 fTnTとsTnTに山来する分解断片のN末

領域のアミノ酸配列を解析すると図 2に示す

• 
結果が得られた。TnT分解の研究の初期か

ら、主分解産物として知られている30kDa断

片は、ここでは28.3kDaに相当し、そのN末

はEVHEPEEK配列であった。

広島大学と筆者らとの共同研究では、ブタ

筋原線維を用いたinvitro実験でも、 mカル

パインがfTnTを分解して、 EVHEP…をN末

とする30kDa断片を生成することが証明され

たり。 最近、筆者らは 2次元電気泳動後のウ

ェスタンブロット解析およびMALDI-TOF型

質量分析によって、 TnT関連スポットの同

4
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咬筋 横隔膜

と畜後の日数 0 1 5 14 0 1 5 14 0 

fTnT 

sTnT 

1最長筋14J［且五/--ノr309三ロー-＼—枷．幽l紺
34.5 (sTnT1) 

涵漏沿・J蝙

抗体によるアイソフォーム特異的検出、右には観察された各パンドの分子量、分解断片のN未配列を示した。（）内はアイソフォーム型。文献 1より

図2 ウシの咬筋、横隔膜、胸最長筋の熟成過程におけるTnTの経時変化の解析

定を行なった。その結果、牛肉の熟成中の

TnT分解は、 N末領域に限定して起こり、 C

末領域で起こらないことが示された。

4.食肉におけるTnT分解産物の
機能

牛肉と豚肉の熟成後には、グルタミン酸な

どの呈味性遊離アミノ酸のほかに、

APPPPAEVPEV配列をもつペプチドが蓄積

していることが知られている 叫 このペプチ

ドは熟成に伴って生成し、その蓄積量は経時

的に増加する。前述のように、 TnTの分解

度は食肉の熟成の進行と密接な関わりがあり、

TnTの分解によって得られるこのペプチド

の蓄積量は食肉の熟成程度を示すよい指標に

なる。このペプチドの検出はTnTの検出に

比べると煩雑でないので、食肉のやわらかさ、

味、鮮度（経過日数）を簡単に把握できるよ

うな検出システムの開発が期待できる。筆者

らは現在小売店などの現場を意識した熟成モ

ニタリング技術への応用をめざし、このペプ

チドの検出方法の研究を行なっている。

最近、奥村らはこのペプチドが豚肉の酸味

抑制ペプチドとして機能することを報告した凡

それによると、このペプチドは、官能試験で、

乳酸の酸味を抑える作用を示した。食肉は、

と畜直後から乳酸が蓄栢してpHが5.5程度ま

で低下するので、熟成させないと酸味が感じ

られる。熟成により、このペプチドが増加し

て食肉の味がマイルドになり、食べやすくな

ると考えられる。実際に、 APPPPAEVPE-

VHEEVH配列ペプチドが、熟成後の生の豚

肉だけでなく、加熱調理した牛肉にも存在す

ることが明らかにされている。このペプチド

による酸味抑制作用の詳細な研究が新たな調

味料の開発につながる可能性がある。

また、このペプチドの近傍領域に多数存在

するグルタミン酸残基がエクソペプチダーゼ

酵素の作用で遊離し、うま味物質のグルタミ

ン酸として食肉に供給されると考えられる。

このように、 fTnTの分解産物は熟成後の食

肉の食味形成にも重要な機能を有する可能性

がある。

5. TnTアイソフオーム多様性は
食味に影響するか

TnTからのそれぞれの分解断片が、どの

アイソフォームに由来するか検討したところ、

速筋型由来の主分解産物の30kDa断片は、

fTnT2 (35.4kDa) とfTnT3 (34.8kDa)の2

種類のアイソフォームから生成しやすいこと

が示された（図 3)。このことは、アイソフ

5
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図3 牛肉のTnTの分解機構およびTnTアイソフォームが熟成後の食肉に与える影響（ウェスタンブロット像による）

ォーム発現様式の異なるウシ胸最長筋、横隔

膜、咬筋の熟成中のTnT分解様式の比較に

よって明らかになった。

APPPP AEVPEV配列には酸味抑制作用が

あるので、この配列をもつfTnT2とfTnT3の

発現最は、少なくとも酸味抑制の面で食味形

成に影孵を及ぽすと考えられる。また、アイ

ソフォーム間でN末領域のグルタミン酸残基

数が異なるので、それぞれのアイソフォーム

の分解後のグルタミン酸生成益は異なると考

えられ、各アイソフォーム発現醤の違いがう

まみの強さに影響を与える可能性がある。つ

まり、食肉に発現するアイソフォームの型と

量が食味に影響しうるのである。

骨格筋では、生体における部位によってア

イソフォームの構成が異なるため、部位の違

いが食味の多様性を生んでいるのかもしれな

い。例えば、遅筋型の筋肉がほとんどの咬筋

はsTnTアイソフォームが多く、 fTnTアイソ

フォームが少ないので、酸味抑制ペプチドの

生成が少ないと予想される。

6.タンパク質分解速度も食味性
に影響する？

骨格筋は部位により筋タンパク質のアイソ

フォーム構成が異なっているが、プロテアー

ゼ系酵素の発現も異なることから八この酵 ~ 

素活性の程度も異なると予想される。プロテ

アーゼ系酸素の活性が変われば、熟成中の

TnT分解速度も変化するので、骨格筋内の

グルタミン酸の蓄積最に影響すると考えられ

る。横隔膜では、咬筋よりfTnTアイソフォ

ーム発現割合が多いが、分解速度は咬筋や胸

最長筋よりも遅い。

このようなことから、 TnTの分解度もま

た、食肉の食味に影響し、骨格筋の部位によ

る食味に差異をもたらすと考えられる。実際、

アイソフォームの発現量比に違いがない胸最

長筋と大腿二頭筋においても、調理後のグル

タミン酸含量が異なっている 8)。これはプロ

テアーゼ系酸素の分解活性の違いによる可能

．
 

性がある。

胸最長筋と咬筋のようにTnTアイソフォ

ーム発現批比が異なることで、また胸最長筋

と横隔膜のようにTnTの分解速度が異なる

ことで、熟成後に、それぞれの骨格筋に独特

な食味が発現するのかもしれない。このよう

な筋肉の部位による分子レベルの違いを見な

おし、それぞれの部位の筋肉に、肉質とポジ

ティブに関連する分子レベルの特徴を見出す

ことができれば、その特徴を活用した食肉管

理方法が開発され、新たな商品が生まれるの
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ではないだろうか。

7. 死後硬直過程で起こるミオシ
ン調節軽鎖タンパク質のリン
酸化

筆者らは、 TnTのほかにも肉質に影響を

与えるような骨格筋の構成因子があると想定

してプロテオミクスを進めている。最近、

シ胸最長筋が死後硬直を起こすときに、筋収

縮に関与するミオシン調節軽鎖タンパク質

（以下： MyLC2)がリン酸化されることを見

出した 9) （図 4)。リン酸化に特異的な染色

や質量分析を行なった結果、リン酸化は 2ヵ

所のアミノ酸残基で起こることが判明した。

この 2重リン酸化については、その現象さえ

ほとんど把握されておらず、生理学的にも典

味深い。おそらく死後硬直のような、持続的

ウ

かつ強い収縮に関係するものと考えられる。

死後硬直は、熟成後の肉質に大きな影響を与

えるので、今後、 MyLC2のリン酸化が肉質

研究において重要になると考えられる。

8. おわりに

筆者らは、死後硬直に関する未解明な現象

の把握とその機構の解明を進め、肉質設計な

どの技術に活かすことが重要と考えている。

．
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リン酸化

＝ リン酸化
リン酸化は図のように経時的に 2段階で起こると考えられる。

4501が2重リン酸化されたスポット

ウシ胸最長筋の死後硬直過程で起るミオシン
調整軽鎖の 2重リン酸化 (2次元電気泳動の
スポット像）

この研究で、肉質に深く関係する因子が発見

できれば、将来、おいしい食肉を得るために

利用できる有用なマーカーになると考えられ

こうした基礎的研究の成果が肉質の改善

また食肉の品質情報などにも活

用されることで、食肉の生産、流通、消費の

各過程に還元されることを願っている。

る。
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菅原幸哉
（すがわら こうや）

畜産草地研究所
＿唄料作環境研究チーム

＼ 唸2 ---------------------------
オーチャードグラスに

新たに発生した
~ ~ ~ ~ ~—~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • 

侵入病害「黄さび病」

．
 

l.はじめに

植物の葉の表面に鉄さび状に寄生菌（カビ）

の胞子が形成される「さび病」は、もっとも

ポピュラーな植物病害の一つである。牧草や

飼料作物もほとんどがこの病害に感染する。

病原菌の「さび病菌（英名： rustfungi)」は、

キノコと同じ「担子菌」というグループに分

類される糸状菌である。この菌は、植物に寄

生する生活に適応して進化し、寄生する植物

の種類に対応して種分化を遂げており、肉眼

的な外観が類似していても、植物の種類ごと

に寄生するさび病菌の種類も異なるのが普通

である。このため、さび病菌の種類は膨大な

数にのぼり、約160属7000種が知られ14)、現

在でも新種の発見が続いている。

一つの植物に、複数の種類のさび病菌が感

染する例も多く見られる。本稿で取り上げる

オーチャードグラス (Dactylisglomerata) 

には、 3種類のさび病菌が感染することが知

られている。これまでのところ、さび病菌が

人畜に中毒を起こした例は報告されていない。

しかし、植物にとっては重病であり、罹病し

た植物は元気はつらつ、栄養たっぷり、とい

うわけにはいかない。菌が感染した葉では光

合成が滞り、さらに菌に栄養分を奪われ、や

がて枯死してしまう 。牧草であれば、その栄

養価が減少し、草勢が低下する。また、家畜

の嗜好性が低下するとの報告もある8,9)。

本稿では、北日本を中心に広く栽培されて

いるオーチャードグラスに、近年新たに発生

が認められた「黄さび病（英名： yellow

rustまたは striperust)」について紹介し、

関係者に本病への注意を呼びかけるとともに、

．
 

黄色ないし橙色の病原菌胞子（夏胞子）の塊が葉の表皮下に
葉脈に沿って縞状に形成され、やがて表皮を破って吹き出す

写真 1 黄さび病に罹病したオーチャードグラス
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被害の回避 ・低減のための情報収集への協力

もお願いしたい。

2.病原菌の特徴と発生状況

黄さび病とされる病害は、オーチャードグ

ラスのほか、コムギ、オオムギ、ブルーグラ

スなどで知られている。この病害に感染した

葉の表面には、黄色ないし橙色の鉄さび状の

粉末が葉脈に沿って縞状に現れる（写真 1)。

この鉄さび状の縞模様の拡大とともに、葉は

弱り、やがて枯死する。鉄さび状の粉末は、

葉の表皮下に形成された病原菌の胞子（夏胞

子）が成熟して表皮を破って吹き出したもの

で、風で飛散して他の植物株への伝染源にな

る （写真 2)。罹病した葉では、胞子が形

成・放出されて崩壊した部位から縞状に壊死

斑が拡大し、葉の衰弱が急速に進む。

黄さび病の原因菌は、従来すべてPuccinia

striiformisとされ、寄生する植物ごとに

「変種 (variety: var.)」または「分化型

(formae speciale : f.sp.）」などに分類されて

いたが、その分類法には混乱があった。近年、

さび病菌遺伝子の相互比較により、コムギと

オオムギに寄生する黄さび病菌のみを従来の

種名Pucciniastriiformisで呼び、ブルーグラ

スに寄生する菌にはPucciniapseudostriiformis、

そしてオーチャードグラスに寄生する菌には

Puccinia striiformoidesの種名を付すことが

提唱されている凡

なお、 Pucciniaという属名は、糸状菌の

有性世代（完全世代、さび病菌の場合は冬胞

子世代にあたる）に対して付された名称であ

る。このため、学問的な厳密性の観点からは、

冬胞子の形成が確認された菌株にしか用いる

ことができない。しかし、黄さび病菌では、

冬胞子の形成が非常にまれで、冬胞子形成能

を失ったと考えられる菌株もある。オーチャ

走査電子顕微鏡写真 スケールパー＝0.1mm

写真2 罹病葉の表皮を突き破って吹き出したオーチャ
ードグラス黄さび病菌の夏胞子

ードグラスの黄さび病菌でも、原産地とされ

ている中近東やヨーロッパでは冬胞子形成の

報告がわずかにあるが、日本を含むその他の

発生地域では報告がない。厳密に考えると、

完全世代が報告されていない黄さび病菌につ

いては「種名未定のさび病菌」とするか、観

察されている世代（夏胞子世代）に対する新

たな学名を付すべし、という考え方もある。

しかし、これでは実務上非常に不便なため、

北米やオセアニア各国などでは、冬胞子形成

が認められなくとも、宿主植物や病徴、遺伝

子解析などから間違いなく黄さび病菌である

と考えられる場合には、冬胞子確認の有無に

よらず「Puccinia属のさび病菌Jとして扱

っている。本稿でもこれにならい、オーチャ

ードグラス黄さび病菌を、前述のPuccinia

striiformoidesとして論議を進めたい。さび

病菌には中間宿主を持つものも多いが、黄さ

び病菌の各種類には、これまでのところ中間

宿主は確認されていない。夏胞子による感染

と胞子の再生産を繰り返しながら生活してい

るケースがほとんどと推察されている。

オーチャードグラスの原産地の中近東や地

中海沿岸、および早くから導入していたヨー

ロッパでは、古くからオーチャードグラスに

，
 



黒さび病 （病原菌： Pucciniagraminis f.sp. 

dactylidis)、小さび病 （病原菌： Uromyces

dactylidis var. dactylidis)、黄さび病菌（前

述のPucciniastriiformoides)の3種類のさ

び病菌の感染が認められていた。しかし、明

治時代にこの牧草を導入したわが国では、近

年まで、黒さび病と小さび病しか発生してい

なかった。黒さび病は1950年代後半に北海道

で発生したことが記録されており 10）、小さび

病は1980年の時点で、関東から東北一円での

発生が確認されている11)。しかし、本稿の主

題であるオーチャードグラス黄さび病の発生

報告は、筆者らが2004年と2005年に北関東か

ら北海道までを調査したもの12)が最初であ

る。おそらく 1990年代以前には、国内での発

生はなかったと考えられる。

後述するが、各種類のさび病菌に対するオ

ーチャードグラスの抵抗性の程度は品種や系

統などによって異なると考えられる。そこで、

被害回避のための品種選定や抵抗性育種にお

いては、さび病菌の種類の把握が重要となる。

オーチャードグラス黄さび病は夏胞子が感染

して葉脈に沿って縞状に広がるのが特徴であ

り、葉全面に不規則に胞子を生じる黒さび病や

小さび病と病徴が異なっている。また、黒さび

病が春から初冬にわたる長い期間にわたって

発生するのに対し、小さび病は春および秋に

発生する6)。筆者らの観察では、国内のオーチ

ャードグラス黄さび病の発生状況は小さび病

に類似している。すなわち、春の開花期ごろに

発生し、夏季には一端終息、そして秋から初冬

にかけて再度発生する。夏季の高温が黄さび

病菌の増殖に適さないこと、および黄さび病

ではある程度成熟・老化が進んだ葉でしか病

斑が拡大しない傾向があり、 一番草収穫後の

若い再生草では発生しにくいためと考えられ

る。発生時の防除対策は、他のさび病と同様に、

早刈りをすることであり、早刈りが無理な場

合でも、刈り取り時期を遅らせないことが被

害と感染拡大を防ぐ上で重要である。黄さび

病に罹病したオーチャードグラスは栄養価や

嗜好性が低下し、葉の早期枯死により収醤が

• 
嶋

•
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黄さび病菌がほぼ球形なのに対し、黒さび病菌は卵形ないし楕円形のものが多い。

いずれも光学顕微鏡を使用して蒸留水中で撮影、スケールパー＝0.1mm

写真3 黄さび病菌の夏胞子（上）と黒さび病菌の夏胞子
（下）の比較 • 

胞子は葉や茎の表面に不規則に敷在する形で形成され、
黄さび病のような葉脈に沿った形成は行なわれない

写真4 黒さび病に感染したオーチャードグラス
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減少する。一説には、感染したオーチャードグ

ラスでは、繊維質 (aciddetergent fiber)が6

~8%も増加するといわれている4)。

なお、オーチャードグラスの黄さび病、黒さ

び病および小さび病の解説、病徴や病原菌の

形態のカラー写真は畜産草地研究所のホーム

ページ（インターネット飼料作物病害図鑑：

http : //www.nilgs.affrc.go.jp/db/diseases/ 

dtitle.html)で閲覧できる。小さび病は発生

が少ないことから、実質的には黒さび病と黄

さび病の識別が重要である（写真 1、3、4)。

3.オーチャードグラスの品種に
よる抵抗性の違い

オーチャードグラス黄さび病は、わが国で

の発生が確認されてから日が浅いため、国内

旦発度 3 2 汀―7ロ］ ロロ
゜ 2 3 4 5 6 

岩手県 （品種：オカミドリ）

4 

口『m [ n >•
発 3

9 2 

Q I 11 I I I I I I I I I J: I IJ'. I I I 

2 3 4 5 6 

栃木県 （品種・オカミドリ）

4 

［ ]> (0)

発喜度 3 2 ロn 
゜ 2 3 4 5 6 

供試植物株番号

で栽培されている各品種の抵抗性が未検討で

ある。本病の原因歯と近縁のコムギ黄さび病

菌では、品種による抵抗性の違いが詳しく調

べられ、多数の病原菌レース（特定の品種の

みを侵す菌の系統）が報告されている3)。も

しオーチャードグラス黄さび病にも、コムギ

黄さび病のようなレースがあるとすると、抵

抗性品種の育成や普及品種の選定にあたって、

各地域で流行しているレースの違いに留意し

なければならず、非常にやっかいなことにな

る。

筆者らは、北海道、岩手県および栃木県の

合計3ヵ所で同一品種のオーチャードグラス

を栽培して、黄さび病の発病状況を比較した。

その結果、オーチャードグラスの品種によっ

て、黄さび病に対する抵抗性に差異があった

4 I 北海道 反復1□
（品種． Lidacta) 反復 2口

発贋度 3 2 

(0) (0) 

1 (O) (0) (0) (0) 

＼口＼(0) (0) (0) 

゜
(0) 

2 3 4 5 6 

I岩手県 （品種． Lidacta)
4 

i : 
(0) 

1 (ND) (0) (0) (0) (0) ¥ 
(ND) (0) (0) (0) (0) 

゜ 2 3 4 5 6 

4 
I 栃木県 （品種 Lidacta) 

発贋度3 2 

(0) (0) (0) (0) (0) (0) 

(0) (0) (0) (0) (ND) (0) 

゜ 2 3 4 5 6 
供試植物株番号

各品種・系統ごとにNo.1-6の6株（クローン）を 3地域（各2反復）で栽培し、黄さび病の自然発病程度を 0 （無病徴） ～4 （甚発生）の

5段階で評価したもの ND：試験途中での枯死による欠株 （菅原ら2007より抜粋・再編）

図 北日本3地域においてオーチャードグラス同一品種株を栽培した場合の黄さび病発病状況
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が、今のところ流行しているレースが地域ご

とに異なる、すなわち、ある地域で抵抗性を

示した品種が他の地域では激しく罹病する、

といった現象は確認されなかった 13) （図） 。

また、この調査で、オーチャードグラス黄さ

び病に対する抵抗性が非常に強い品種の

「Lidacta」でも、黒さび病には罹病する個体

が散見されたことから、黄さび病に対する抵

抗性とその他の 2種のさび病に対する抵抗性

は必ずしも相関しないことが示唆された。

オーチャードグラスの品種の黄さび病に対

する抵抗性の評価や今後の抵抗性品種育種の

ために、各品種の罹病状況や本病の発生地域

に関する多くのデータの蓄積が必要である。

牧草の栽培現場、育種および普及に携わる

方々にはオーチャードグラス黄さび病につい

て留意していただき、発生事例などの情報提

供をお願いしたい。

4.おわりに

牧草育種関係者などへの聞き取り調査から、

オーチャードグラス黄さび病菌は、おそらく

1980年代から1990年代の間にわが国に侵入し

たものと推定される。興味深いことに、ここ

1 ~ 2世紀の間にオーチャードグラスを導入

した北米、オーストラリア、ニュージーラン

ドでも、黄さび病の侵入は、日本と同様に比

較的最近になって確認されており、ニュージ

ーランドでは1976年7）、アメリカ合衆国では

1984年5) に初めて報告されている。近縁の菌

であるコムギ黄さび病は、 1970年代後半に世

界規模で発生が拡大し、航空機による人や物

の移動の増加との関連が疑われている2)こと

から、オーチャードグラス黄さび病について

も、航空機で移動した人や貨物に付着して伝

播したことが考えられる。しかし、西日本で、

季節風によって中国大陸から飛来した胞子に

よると考えられるコムギ黄さび病が散発して

いることから、オーチャードグラス黄さび病

についても、病原菌の侵入経路や伝染様式の

特定には、近隣諸国を含めた調査・情報交換

が必要と考えられる。

本稿の執筆に際し、ご助言をいただいた畜

産草地研究所の水野和彦室長ならびに月星隆

雄上席研究員に深謝する。
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技術情報 高橋剛

1 （たかはしつよし）

家畜改良センター熊本牧場

未経産肥育牛の
と畜後の卵子を
活用した褐毛和種
の種雄牛の造成

l.熊本系褐毛和種の現状

和牛は褐毛和種、黒毛和種、無角和種およ

びH本短角種の 4品種の総称である。わが国

の黒毛和種の飼養頭数は約65万頭で、肉用牛

の雌牛の95％以上を占めている。黒毛和種で

は、脂肪交雑などの肉質が優れた特定の種雄

牛が集中して利用される傾向があるため、遺

伝的多様性が急激に失われている。このため、

近交退化や各系統の特長ある形質のそう失が

懸念され、大きな問題となっている。

熊本系褐毛和種の飼養頭数は約 2万頭で、

表1 褐毛和種未経産肥育牛枝肉成績

年度
頭数

と畜月齢
（頭）

14年度 1,517 26 6士23

15年度 955 25.5土18 

16年度 986 25 3士16 

17年度 1,226 251士16 

18年度 785 251士18 

平均値士標準偏差

黒毛和種の約30分の 1しかなく、かなり少な

いが、黒毛和種と同様に特定の種雄牛の利用

が進んでいる。育種規模が小さい褐毛和種に

おいては、遺伝的多様性の確保や育種改良を

遂行し優秀な種雄牛を造成するため、さらに

効率的な手法の開発が求められる。

2.未経産肥育牛の育種素材とし
ての価値

平成18年度肉用牛改良増殖強化対策事業

「優良種雄牛効率選抜・高度利用」に係る枝肉

成績のまとめでは、熊本県だけでも、熊本系褐

毛和種の未経産肥育牛（以下：未経産肥育牛）

は年間約 1千頭がと畜されている（表 1)。こ

のまとめによると、未経産肥育牛は、約95％が

BMS No．が4以下であるが、なかにはBMS

No．が10の優れた脂肪交雑の個体もある。

この優れた未経産肥育牛は、育種改良や遺

伝的多様性の確保の観点から、育種素材とし

て高い価値があり、この優れた個体を無駄に

しないで育種資源に活用するための有効対策

が必要と考えられる。

一般に、優秀な雌牛を選抜する場合は、後

代の枝肉成績やそれから算出される育種価を

利用するため（後代情報）、繁殖に供用して

から約 5年の期間が必要である。さらに、育

種価による雌牛選抜の正確度を裔めるために

複数の後代を用いると、一層長期間が必要と

なる。この場合、世代間隔の延長や雌牛の老

齢化に伴う繁殖能力の低下などが問題になる。

一方、と畜された未経産肥育牛の能力は枝

肉成績（以下：個体情報）で評価できるので、

後代情報より高い正確度が得られる。表2に

冷と体重 ロース芯面積 BMSNo 

(kg) (cmり (12段階）

409 9士446 48 0士55 28士09

405 4土421 48 5士65 28士09

4271土411 48 8土68 28士09

428 0士424 49 0士66 28士09

427 9土430 46 9士60 28士09

平成18年度肉用牛改良増殖強化対策事業 「1憂良種雄牛効率選抜・高度利用」に係る枝肉成籟のまとめから熊本県分のみ記載
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個体情報と後代情報を利用した場合の遺伝率

ごとの選抜の正確度を示した。表3には熊本

系褐毛和種、黒毛和種、日本短角種および高

知系褐毛和種の産肉形質の遺伝率を示した。

日本短角種以外は、 BMSNo．や枝肉重量など

の産肉形質の遺伝率は0.4を超えている。例

えば、遺伝率0.4の形質では、個体情報を用

いて評価した未経産肥育牛の育種素材価値は、

6頭の後代からの情報を用いて評価した場合

と同等である。 BMSNo．は遺伝率が比較的高

く、熊本系褐毛和種の遺伝率は0.543である。

この面でも、個体情報で評価できる未経産肥

育牛は、育種素材としての価値がさらに裔＜

なる。未経産肥育牛のと殺時月齢は約25ヵ月

齢で、若いうちに個体情報が得られるために、

選抜における世代間隔の短縮が図られる。

3.褐毛和種の種雄牛造成の取り
組み

未経産肥育牛を育種素材として利用する場

合、通常、未経産肥育牛は子牛登記しかされ

表2 個体および後代の枝肉成績による選抜の正確度

ておらず、繁殖牛として必要な熊本系褐毛和

種の繁殖登録や受精卵移植のドナーとして必

要な遺伝子型検査（親子判定）が行なわれて

いないという問題がある。このため、その産

子の登記・登録ができないことが、育種素材

として利用するときに問題である。

熊本牧場（以下：当牧場）は、平成10年か

ら熊本県内の関係機関の協力により、県内の

枝肉共励会などに出品される未経産肥育牛の

休外受精卵を生産し、優良種畜を造成してい

る。また、未経産肥育牛は（社）あか牛登録

協会（以下：同協会）のご理解と協力により、

繁殖登録を行なっている。

同協会や県内の畜産農業協同組合の協力に

より、と畜前日に、と畜場に搬入された未経

産肥育牛の繁殖登録審査と親子判定用試料の

採材を行ない、体外受精由来産子の子牛登記

ができるようになっている。また、 BS E検

壺中で、と畜場外に卵巣を持ち出せなくても

卵子の処理ができるように、と畜場内に卵子

処理室を設置し、体外受精による胚発生率が

選抜法 頭数
遺伝率

0.1 

個体

後代

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

ー

0.32 

0.16 

0.22 

0.27 
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0.34 
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0.41 
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0.45 
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表3 肉用牛品種別産肉形質の遺伝率

産肉形質
褐毛和種 黒毛和種

日本短角種
褐毛和種 遺伝率の範囲

（熊本系） ステーション フィールド （高知系） 最大値 最小値
データ数 69~282 2]30 3L719 1も799 も595-------＿ - --------- --＿ ----_ - --＿ ＿ ------ --------------_ ----＿ ＿ --
枝肉重量 0.452 0.74 0.70 0.318 0.726 0.740 0.318 
日齢枝肉重量 0.590 0.78 0.524 0.800 0.800 0.524 
ロース芯面積 0 439 0.53 0 57 0 284 0 568 0 570 0 284 
パラ厚 0 444 0 62 0 64 0 231 0 566 0 640 0 231 
皮下脂肪圧 0.566 0 44 0 377 0 648 0 648 0.377 
歩留 0.553 0 48 0 370 0 682 0 682 0 370 
BMSNo 0.543 0 79 0 75 0 181 0 540 0 790 0 181 
BCSNo 0 381 0.190 0 321 0 381 0 190 
しまり 0.523 0 185 0 402 0 523 0 185 
きめ 0 386 0148 0 389 0 389 0 148 

褐毛和種 （熊本系、高知系）と日本短角種’優良種雄牛効率選抜・高度利用事業における評価 （平成19年3月）
黒毛和種：広域後代検定に係る広域的能力評価 （平成18年12月）すぺて（独）家畜改良センター情報分析課にて算出
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低下しないように努めている。

生産された熊本系褐毛和種の種雄牛が肉質

改善効果を発揮するように、 BMSNo．が5以

上の未経産肥育牛の体外受精卵を移植してい

る。BMSNo．が5の未経産肥育牛はと場で処

理される未経産肥育牛の上位 5％程度である。

この取り組みにより、平成19年3月までに

雄23頭、雌36頭が生産された（表 4)。平均

生時体重は、雄37.9kg、雌34.6kgで、雄雌と

もに、あか牛登録協会の発育曲線値の基準

（基準）とほぼ同じであり、これらの子牛に

異常は認められなかった。

このうち、 6頭の雄子牛を選定して、直接

検定を実施し（表 5)、発育や飼料効率など

を調壺した。その後、生殖能力には問題がな

表4 体外受精由来産子の生時体重

頭数
平均値

(kg) 

基準

(k_g_） 

平均値一基準

(kg) 

雄 23 37.9 38.0 -0.1 

雌 36 34.6 34.0 0.6 

平均値 ：平成10年4月から19年9月までに体外受精卵移植により生産された

産子の平均値
基 準：あか牛登録協会の発育曲線値の生時の基準

表 5 直接検定実施牛の血統および母牛の枝肉成績

血統

名号
父牛 母の父牛

武伊ETI 第十六光重 光玉波

北光波ETI 第三光波 光玉波

清里ETI 第十四光波 光武ET

英光ETI 春玉波ET 第十ET

英縄ETl2 春玉波ET 第四光重

玉君ETl2 光玉波 第三光丸

格付

A4 

A4 

A2 

A5 

A4 

A2 

かっため、後代牛生産に供用している。この

直接検定済種雄牛は、当牧場内で待機中のも

の以外は、熊本県、北海道および秋田県でま

き牛として供用されている。現在、本手法の

有効性を検証するためにこれら種雄牛から生

産された子牛の枝肉成績を収集中である。

4.熊本県との連携

体外受精は、と畜された未経産肥育牛の卵

子が有効利用でき、世代間隔の短縮などの効

率的な育種改良に結びつき、また遺伝的多様

性の確保にも寄与できる技術である。

当牧場は、本技術を活用し褐毛和種の育種

改良をさらに進めるため、熊本県との連携を

強化し、育種素材となる未経産肥育雌牛の確

保や交配方法について協議している。また、

当牧場が本技術によ って生産した種雄牛は熊

本県の種雄牛造成事業においても、後代検定

を実施する計画がある。これにより選抜され

た検定済種雄牛の精液を広域的に供給し、褐

毛和種の育種改良を推進していく予定である。

母牛の枝肉成績

BMS No. 
枝肉重量 ロース芯面積 バラ厚

(kg) (cm2) (cm) 

5 405 9 47 7.8 

5 416 6 47 7.2 

5 418 8 50 75 

11 467 5 66 9.5 

8 415 7 48 74 

5 4011 52 68 

学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ

〇平成19年度日本獣医師会：学会年次大会

（香川）

期日：平成20年2月9~11日

会 場：サンポート高松（香川県高松市）

連絡先 ：香川県獣医師会事務局

TEL: 087-87 4-1877 FAX: 087-870-6380 

〇平成19年度畜産関係新技術発表会：

新技術発表と講演「家畜管理の精密化とア

ニマルウェアフエアについて（仮題）」

期日：平成20年2月21日

会場：北農ビル（札幌市）

連絡先：北海道酪農畜産協会内 北海道畜産

技術連盟 （石岡香苗）

TEL:Oll-209-8551 FAX :Oll-209-8560 

E-mail: kanae@rakutiku.or.jp 
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久利俊二
（くり しゅんじ）

香川県東部家畜保健衛生所

消石灰乳剤の
踏み込み
消毒槽の効果

l.はじめに

畜産経営の大規模化・集約化にともない、

家畜疾病の発生による被害が甚大になるおそ

れがある。そのため、家畜疾病の予防対策が

ますます重要になってきている。農場への家

畜疾病の侵入を防ぐ対策の基本は的確なバイ

オセキュリティであり、消毒は重要な防疫対

策の一つである。

現在、多種類の消毒薬が市販されているが、

消毒薬の使用に際しては、消毒対象や消毒薬

の特徴などを十分に考慮する必要がある。例

えば、ふん尿や汚水などの有機物の混入や直

射日光を極力さけて、消毒効力の低下を防ぐ

必要がある6,7)。

消石灰は、農業資材、水質改善、公害防止、

建材、医薬品などに広く活用されている。消

石灰の主成分は水酸化カルシウム (Ca(OH)2) 

であり、強アルカリ性で強力な消毒作用を発

揮する。また、空気中の炭酸ガスと反応して

炭酸カルシウム (CaC02) になり毒性がなく

なる3、5)。そのため、古くから消石灰は家畜

衛生分野で消毒薬として使用され、高病原性

鳥インフルエンザの発生時の養鶏場の消毒や

牛の細菌性の蹄病の防除2)にも用いられてい

る。また、生石灰は水と反応して発熱して消

石灰になることから、石灰乳剤にして畜舎内

やパドックの消毒のために散布されているl)。 ~ 

今回、消石灰乳剤（以下：消石灰乳）を畜

舎の踏み込み消毒槽に用いたときの消毒効果

を検討したので紹介する。

2．材料および方法

1)消石灰乳の殺菌効果評価

供試菌株： （社）動物用生物学的製剤協会

から分与された大腸菌 (Escherichia coli 

A TCC25922)、黄色ブドウ球菌 (Sta-

phlococcus aureus A TCC25923)、シュー

ドモナス菌 (Pseudomonas aeruginosa 

A TCC27853)、腸球菌 (Enterococcus 

faecalis ATCC29212)および野外株のヨ

ーネ菌 (Mycobacterium avium subsp. 

paratuberuculosis)の5種類の菌株を供試

した。

大腸歯、黄色ブドウ球菌、シュードモナス

菌、腸球菌はトリプトソーヤブイヨン（ニッ

スイ）で増菌後、滅菌生理食塩液で希釈して

104~10町mlの菌液を調製した。ヨーネ菌は

マイコバクチン添加ハロルド培地ヨーネ菌培

地「共立」（共立製薬）で増菌後に滅菌生理

食塩液で104/mlの菌液を調製した。

．
 

＊共同執筆者： 上村 圭一（香川県畜産試験場） 泉川 康弘（香川県西部家畜保健衛生所）
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消石灰乳：市販の固型の消石灰を水道水で

5 %、 10％および20％に調製した。また、粒

状消石灰は10％の懸濁液を静岡後、上澄液を

使用した。

消石灰処理条件：石灰乳あるいは上澄液

9mlと菌液 1mlを混和し、次の 5試験区を

設定した。

① 5％消石灰乳区：消石灰乳濃度 5%、殺

菌温度20℃、消毒時間 2分、 5分および10分。

供試菌は大腸菌： 8.2x 105/ml、シュードモ

ナス菌： 8.7X 10町ml、黄色ブドウ球菌：

1.3 X lQ町ml、腸球菌： 2.Qx10町ml。

②10％消石灰乳区：消石灰乳濃度10%、殺

菌温度20℃、消毒時間 2分、 5分および10分。

供試菌は大腸菌： 7.1x 105/ml、シュードモ

ナス菌： 1.3X 10町ml、黄色ブドウ球菌：

1.4 X lQ町ml、腸球菌： 1.9x 106/ml、ヨーネ

菌： 2.0x 104/ml。

③20％消石灰乳区：消石灰乳濃度20%、殺

菌温度20℃、消毒時間 2分、 5分および10分。

供試菌は大腸菌： 8.2x 105/ml、シュードモ

ナス菌： 8.7X 10刃ml、黄色ブドウ球菌：

1.3 X lQ町ml、腸球菌： 2.0X 10町ml。

④10％上澄区：消石灰粒剤10％添加液の上

澄液、殺菌温度20℃、消毒時間 2分、 5分お

よび10分。供試菌は大腸歯： 8.2x 105/ml、

シュードモナス菌： 9.4X 10刃ml、黄色ブド

ウ球菌： 1.4X 10町ml、腸球菌： 5.8XlQ町ml。

⑤10% (5℃)消石灰乳区：消石灰乳濃度

10%、殺菌温度 5℃、消毒時間 2分、 5分お

よび10分。供試菌は大腸菌： 5.7X 10町ml、

シュードモナス菌： 7.5x 105/ml、黄色ブド

ウ球菌： 1.1X lQ町ml、腸球菌： 1.5X 10町ml。

消石灰処理効果の判定：処理後、各区から

0.1mlを採取し、大腸菌、黄色ブドウ球菌、

シュードモナス菌、腸球菌はトリプトソーヤ

寒天培地（ニッスイ）で24時間培養、ヨーネ

菌は前記のマイコバクチン添加ハロルド培地

ヨーネ菌培地で、 3ヵ月間培養し、残存した

細菌数 (CFU/0.lml) を算出した。

2)消石灰乳踏み込み消毒槽の効果

供試農場：肉用牛（哺育育成）農場、養豚

（大規模一貰経営）農場および養鶏（ブロイ

ラ一種鶏）農場の畜・鶏舎の踏み込み消毒槽

における消石灰乳の消毒効果を調査した。

肉用牛農場と養豚農場では、増体重向上、

飼料効率改善および下痢予防の目的で、飼料

添加物（商品名：カルスポリン）と生菌製剤を

使用し、養鶏農場では、試験前まで鶏舎の踏み

込み消毒槽に粉末の消石灰を使用していた。

各農場の畜．鶏舎を試験区と対照区に分け、

それぞれに浮遊型踏み込み板が付属したプラ

スチック製の踏み込み消毒槽を設置した（写

真） 。試験区の踏み込み消毒槽には 5%~

20％消石灰乳あるいは10％消石灰粒剤添加液

の上澄液を15リットルを人れ、対照区の踏み

込み槽には試験区と同量の水道水を入れた。

肉用牛農場の試験区と対照区の踏み込み槽

はそれぞれ 1日当たり 7回、養豚農場の両区

の踏み込み槽は 1日当たり 5回、養鶏農場の

両区の踏み込み槽は 1日当たり 3回使用した。

それぞれの踏み込み槽から、毎日 15mlの

検体を10日間にわたって採取し、 pHと細菌

数を測定した。細菌数は検体0.1mlをトリプ

写真 消石灰乳を入れる踏み込み板付消毒槽
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トソイ 寒天培地で24時間培養し、計測した。

また、試験区からの検体から分離した細菌に

ついては同定を行なった。

3.結果

1)消石灰乳の殺菌効果

消石炭乳の各濃度による殺菌効果を表に示

した。

①5％消石灰乳区：大腸菌とシュードモナス

菌は分離されなかったが、 黄色ブドウ球菌と腸

球菌は消毒時間2分、 5分、 10分とも分離された。

②10％消石灰乳区：大腸菌、シュードモナス

菌、ヨーネ菌は分離されなかったが、 黄色ブド

ウ球菌と腸球菌は消毒時間 2分で分離された。

③20％消石灰乳区：大腸菌、シュードモナ

ス菌、腸球菌は分離されなかったが、 黄色ブ

ドウ球菌は消毒時間 2分で分離された。

④10％上澄区：供試した全細菌が分離され

た。すなわち、大腸菌とシュードモナス菌は

消毒時間 2分、黄色ブドウ球菌と腸球菌は 2

分、 5分、 10分で分離された。

⑤10% (5℃)消石灰乳区：大腸菌とシュ

ードモナス菌は分離されなかったが、黄色ブ

ドウ球菌は消毒時間 2分、 5分、腸球菌は 2

分で分離された。

以上の成績から、消石灰乳は細菌の種類に

より殺菌力に差があったが、常温 (20℃)で、

表 消石灰乳の濃度と殺菌時間

こ 20℃ 5℃ 

5% 10% 20% 1 0％上澄 10% 

菌数（O'U) 8. 2X IOIi 7.JXIQ$ 8.2XJO' 8.2XIO' 5. 7X !Oi 

大脇歯
2 (;t) ++++ 
5 
1 0 

繭敬(CFU) 8 7Xl炉 1 3Xl06 8. 7X IQ$ 9.4Xlo' 7.SXIO~ 
シュード

2 （分） ＋ 
モナス・1困 5 

1 0 

薗徽(CFU) 1 3XJ()II 1 4 x,oe 1 3XID8 1 4XIÒ l lXt()II 

黄色プト・ 2 （分） ++++ +++ ＋ ++++ +++ 
ウ球l貨 5 ＋＋＋＋ ＋ ++++ ＋ 

J 0 ＋ ++++ 
菌数(CT1l) 2. ox J(f 1 9X JO" 2 ox 106 5 8X 106 l 5 X IO~ 

腸9kili 2 I分） ++ ＋ +・!-+ I・ ＋ 

5 ＋ ++++ 
10 ＋ ➔ + 

薩数（叩） NT 2 OXlO" NT N1" NT 

ヨーネ偵 2 CJ;) 
5 NT  NT NT NT 
1 0 

10％以上の濃度の消石灰乳を消毒時間10分以

上の条件で用いれば、多くの細菌に対して高

い消毒効果が得られると考えられた。また、

消石灰粒剤10％添加液の上澄液の消毒効果は

消石灰乳に比較して低いことが示された。

2)農場の踏み込み消毒槽における消石灰乳

の消毒効果

(1)肉用牛農場の試験区では、踏み込み消

毒槽の消石灰乳はpH12.5を10日間維持でき、

細菌は 4日後まで分離されなかった （図1)。

しかし、 5日後には1.5X lQ℃FU/mlの細菌

が分離され、 6日後に一時消失したが、以後

10℃FU/ml台で推移した。試験区からは、

Bacillus su btilisと同定不能のBacillus属の2

種の細菌が分離された。対照区の水道水から、

1日後に1.0x 104 CFU/mlの細菌がみ られ、

以後、 106~108CFU/mlで推移した。

(2)養豚農場の試験区では、踏み込み消毒

槽の消石灰乳はpH12.6を10日間維持でき、

細菌は 2日後まで分離されなかった （図2)。

しかし、 3日後に1.0x 103CFU/mlの細菌が

分離され、以後103~104CFU/ml台で推移し

た。試験区からはBacillussubtilisが1種類の

み分離された。対照区では、 1日後に4.1X 

圃 CFU/mlの細菌が分離され、以後経日的

に増加して106~ 1010CFU/mlで推移した。

(3)養鶏農場の試験区では、踏み込み消毒．
 

踏み込み：7回／日
.......試躾区 __対照区

13. 0 
p 12. 0 
II II. 0 
10.0 
9. 0 
8. 0 
7.0 

細 JO.0 
菌
数 8.0 

< 6. 0 

"l 4.0 

邑 2.0
0. 0 

JO日

経過日数

図 1 10％消石灰乳の踏み込み消毒槽の効力の経日
変化（肉用牛）
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:111[ニニ
細 10.0 
菌
数 8.0 

合
尻 6.0 

> 4. 0 

cc 2. 0 

0. 0 

踏み込み：5回／日
... 一試験区 -+-対照区

・ • ・ • ・ 
• • • • -■ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

経過日数

図2 10％消石灰乳の踏み込み消毒槽の効力の経日
変化 （養豚）

踏み込み：3回／H

―•—試験区 -.— 対照区> ----：=ここ=-:：^―
細 10.0 

: 80 

合 6.0 
咤
"1 4. 0 
ミ
3 2. 0 
こ＝
0. 0 

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

経過 日数

図3 10％消石灰乳の踏み込み消毒槽の効力の経日
変化（養鶏）

槽の消石灰乳はpH12.5を10日間維持でき、

細菌は 1日後までは分離されなかった（図 3)。

しかし、 2日後に4.0X10℃FU/mlの細菌が

分離され、以後103~10陀FU/ml台で推移し

た。試験区から分離された細菌は、植物病原

菌のBrevi-bacteriumspp、Arthrobacter

spp、土壌菌のSphingomonaspaucimobilisお

よび同定不能の 2種類のグラム陰性枠菌であ

った 。対照区では、 1日後に5.6X 104 

CFU/mlの細菌が分離され、以後経日的に増

加し、 106~108CFU/mlで推移した。3農場

ともに病原菌は分離されなかった。

4.おわりに

今回の試験では、消石灰乳は細菌の種類に

より殺菌力に差があったが、常温 (20℃)で、

10％以上の濃度の消石灰乳の中に10分以上の

浸漬する条件で用いれば、多くの細菌に対し

て高い消毒効果が得られると考えられた。こ

れは、公定試験法である石炭酸係数法の20℃、

10分感作で細菌陰性になるという条件を満た

していた。消石灰粒剤10％添加液の上澄液の

消毒効果は消石灰乳に比較して低いことが示

され、これは上澄液の消石灰濃度が希薄で、

細菌が粒剤と接触しないためと考えられた。

ほとんどのウイルスがpH12.3以上の強ア

ルカリ性で瞬時に殺滅される い ことから、

強アルカリ性を長期間持続する消石灰乳はウ

イルスにも高い消毒効果が期待される。ちな

みに、養鶏場において30日間にわたって10%

消石灰の踏み込み消毒槽 (1日当たり 10回使

用）のpHを経日的に調査した結果、開始時

はpH12.5であったが、 30日後でもpH12.4で

あり、強アルカリ性を持続していた。

次に、家畜衛生分野における消石灰乳によ

る消毒の利点をあげてみる。

①消石灰は安価で入手しやすく、最終的に

無毒の炭酸カルシウムになるために、環境へ

の影響が少ない。

②消石灰乳による消毒方法は手軽で簡単、

専用の道具を必要としない。

③アルカリ性に溶解するタンパク質が多い

ので、強アルカリ性の消石灰乳は混在したタ

ンパク質系の汚染でも効果が期待できる。

④畜舎のふん尿汚染は弱アルカリ性である

ため、酸性で効力を示す消毒薬は中和されや

すいが、強アルカリ性の消石灰乳には消毒効

果が期待できる。

消石灰は腐食や刺激作用があるので、保存や

使用時には注意が必要である。今回、使用した

プラスチック製踏み込み槽は消石灰が付着し

やすいので、消石灰が付着しないポリプロピレ

ン、ポリスチレン製容器の検討も必要である。

実際の畜産現場では、踏み込み消毒槽で消
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毒した長靴などは、目的とする病原体が完全

に除去されていることが重要である、消石灰

乳の踏み込み槽の使用にあたっては、消石灰

乳に長靴などを十分に浸漬して高い消毒効果

が得られる ように留意する必要がある。
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協会だより

企画情報部

〇題名：畜産技術情報企画委員

会

期日：平成19年11月2日

場所：畜産技術協会会議室

出席者：吉臭 努 ・水野和彦

（畜産草地研究所）、西元

薫（畜産改良センター）、安

武正秀（日本馬事協会）、蓮

尾隆子（家庭栄養研究会）、

柏崎守 • 松川正 ・ 小堤

恭平（畜産技術協会）

内容：畜産技術等情報提供推

進手法、消費者向けリーフ

レットの構成、「畜産技術」

誌12月号・ 1月号編集案、

2月号 ・3月号企画案など

について検討した。

7.横関正直：畜産の研究， 95(11),1215-1217 (2005) 

研究開発第 1部

〇題名：動物の電子識別に係る

ISO作業部会年次会議等の

報告会

期日：平成19年10月19日

場所：鉄二健保会館

出席者：農林水産省 ・環境

省 ・厚生労働省． ISO電子

タグ協議会・家畜管理シス

テム開発担当者など33名

内容 ：動物電子識別に係る

ISO作業部会年次会議（ス

ペイン）およびヨーロッパ

の動向についての報告と意

見交換を行なった。

初生雛鑑別部

〇題名：第48回全日本初生雛雄

雌鑑別選手権大会

期日：平成19年10月27B

場所：家畜改良センター

出席者：山下喜弘 ・塩田 忠

（畜産技術協会）、廣川 治

（家畜改良センター）、川俣

勝男（全日本初生雛鑑別師

協会）、相沢清幸（東北初生

雛鑑別師会）ほか25名

内容：第 1位が齋藤整ー（愛

知）、 2位が藤田邦基（岐阜）、

3位が服部豊士（群馬） ． 

向後 誠（千葉）の各氏で

あった。またグループ競技

では第 1位がA&H&I、2位

が長良川、 3位がしゃちほ

この順であった。

マーマベベ＾べママママママママママママママママァた77アベ穴た＾べ/戸

平成 l9年度秋の勲章 ・褒章受章者（会員関連等）

勲章受章者 褒章受章者
旭日章 黄綬
旭小寺内正光現 H本食肉市場卸売協会会長 奥澤捷貴現酪殷業
旭双倉岡龍雄元熊本県酪農業協同組合連合会 現千葉県酪混農業協同組合連合会

代表理事会長 代表理事会長
旭双森 英雄 元（社）日本種鶏孵卵協会会長 北山勢三 現酪牒業
旭双和田 健現徳島県酪農業協同組合代表理 現奈良県酪農農業協同組合代表理事組

事組合長 合長

瑞宝章 赤峰和男現畜産業
瑞中安橋隆雄元農蚕園芸局長 元岡山県家畜人工授精師協会会長
瑞中海野研一元構造改善局長 手島盛三現畜産業
瑞中 山下喜弘元家畜改良センター所長 元大分県家畜人工授精師協会会長
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石川県畜産総合センター

北満夫（きたみつお）

石川県畜産総合センタ一 次長

l.はじめに

石川県畜産総合センター（以下 ：センター）

は、県都金沢市から北約35km離れた宝達志

水町にあります。能登半島の最高峰である標

高637mの宝達山の山麓の海抜約100mの丘陵

傾斜地に位置しており、西には日本海が望ま

れます。

また、平成 9年に畜産総合センターの分所

となった能登畜産センター（旧石川県肉牛生

産指導場、以下 ：分所）は、能登半島の北東

端の能登町の東と南が富山湾に面した鉢伏山

の丘陵の海抜約32mのところにあります。

センター、分所ともに、県内の畜産農家の

経営の安定と消費者への安全で高品質な畜産

物の供給に役立つことを目標にしています。

そして、バイオテクノロジーなど先端技術を

活用した優良家畜の効率的生産、消費者ニー

ズに対応した高品質畜産物の安定生産、家畜

ふん尿の有効利用、黒毛和牛の受精卵の供給

などに取り組んでいます。

2.概要

センターは資源安全部、技術開発部、企画

管理部、分所の 4基幹部門で構成され、研究

員19名、現業職員 6名、事務員 4名、嘱託．

グラビアA頁

雇用職員12名が所属しています。

センターでは、乳用牛（成牛、育成牛、子

牛）が21頭、肉用牛が21頭（クローン牛13頭、

成牛8頭）、豚（成豚、育成豚、子豚）が165

頭、それぞれ飼養され、 13haの草地を有し

ています。また、分所では、 145頭の肉用牛

（成牛、育成牛、子牛）が飼餐され、 16haの

草地には飼料作物が作付けられています。

3.試験研究の紹介

試験研究の課題は「いしかわの食と農業 ・

農山村ビジョン」に基づいて作成された「消

費者ニーズに応える戦略的な生産と流通」お

よび「環境創造型産業への転換」の施策にそ

って設定されています。

1)消費者ニーズに応える戦略的な生産と

流通

(1)産業連携などによる新たな商品価値

と創造

平成 9年度から、生活習慣病の改善、健康

の維持 ・増進効果があるとされる aリノレ

ン酸に注目して、「機能性豚肉生産技術試験」

を北陸学院短期大学や日清オイリオグループ

と進めてきました。その結果、特殊飼料によ

る a —リノレン酸強化豚肉生産のための飼養

技術を開発し、特許を出願しています。平成
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19年度に、 一般消費者からこの豚肉の名称を

公募した結果、 「aのめぐみ」に決定しました。

平成18年度より、菓子メーカーが開発した

整腸効果のある物質を基に、国および本県を

含む6県が連携して、「子牛の下痢予防技術の

確立と哺育管理指針を策定する研究」を推進

しています。また、製薬メーカーとの連携に

よる漢方薬残演を活用した健康な豚づくりを

目指した研究など、産業界や大学と共同で消

費者ニーズに応える生産技術の開発に取り組

んでいます。

(2)需要に即した競争力のある産地づくり

①能登牛のブランド化を支援して、分所で

は年間500個の受精卵を有料で配布 (8,000

円／個）する事業を行なっています。農家か

らの多くの受精卵需要に応えるために、ホル

モン製剤の選択や投与方法を検討しました。

その結果、 1回の採卵数が、これまでの4.8

個から6.9個に増え、平成18年度には832個の

受精卵が採取できました。今後、能登牛の増

産を目指して、年間600個の受精卵を供給す

る予定です。

②地域資源の循環を日指して、能登牛を用

いて、通常の穀類主体の飼料の 7%~10％を

食品副産物のビール粕に置き換えて、肥育試

験を行ないました。その結果、通常飼料と同

様の良好な枝肉成績が得られました。平成19

年度からは、肉のおいしさの要因である脂肪

酸組成に着目し、「生米ぬか」の活用に取り

組んでいます。

③酪農経営の効率化の支援のための牛受精

卵の雌雄判別技術の開発では、 DNA抽出方

法の改良により、受精卵段階で100％の性判

別が可能になりました。しかし、性判別後の

凍結保存胚の受胎率は低いので、細胞のダメ

ージが少ないサンプリング方法や凍結保存方

法の改良を進めています。

④飼料作物の収量が低下した牧草地の更新

費用の削減を目指して、使われなくなった作

業機を組み合わせたり、土壌に合う簡易更新

機を試作しました。そして、その作業性能や牧

草の生産性への影響を検討しました。その結

果、簡易更新機は市販機より短期間で作業が

でき、牧草の収量も変わりませんでした。今年

度からは、県内の農家に対し、簡易更新機によ

る牧草地更新技術の普及を図っています。

2)環境創造型産業への転換

県内で生産される家畜ふん尿の堆肥は、分

解されにくいオガクズ、チップ、モミガラな

どの副資材を加えて製造されています。現在、

各資材の有機物の分解タンパクなどの解析や

繊維成分を指標とする肥効性判定方法の確立

など、耕種農家のニーズにあった堆肥を製造

する技術を開発しています。

.------—-、一-·--------•—---·--•---—---マ^-·＾---·-·^-·^-·-·-·-·^＾·-·-·-·＾＾·-·＾＾-＾＾-^-·-·-·＾＾-―^----^＾--^-^fゞ＾ゞべfゞ＾ゞ＾マ吟ァベ＾｀アベ7
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今月の表紙

トロピカルフルーツなどを生産しているタイ国のチェンマイ地方を訪れた。そのときに、 果

樹園の下草刈りのために、放牧されていた水牛をみることができた。最近、タイ国でも、水牛

は食肉用としては、あまり珍重されなくなっているとのことであった。

（日本ハム株式会社千田 英一）
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・畜産学をめぐる最近の話題

(11)畜産学の視点とその広がり
佐藤 英明（さとう えいめい） 東北大学大学院農学研究科

l.はじめに

私の本棚には、ひときわ厚い本がある。

1995年に出版された「新編畜産大事典」 1)

である。1964年に第1版が出版されているが、

その改訂 3版Hである。田先威和夫博士（名

古屋大学教授）を監修者として11名の編集委

員と208名の執筆者によって完成した本であ

る。1859ページに及ぶ大著であるが、福集委

員代表の長澤弘博士（明治大学教授）によっ

て書かれた「畜産の概念とその発展」では、

畜産を「家畜および乳、肉、卵など人間の生

活に必要なものを利用するために、動物を飼

育し、増やすこと」と定義している。すなわ

ち、「新編畜産大事典」は、このような畜産

について研究 ・教育する分野を畜産学と定義

していると考えられる。

「新編畜産大事典」は、総論、各論、特論

からなり、総論は、畜産に関する知識を畜産、

生体機構、遺伝と育種、繁殖、栄養と飼料、

飼料作物と草地、環境と施設、畜産衛生、畜

産物と利用、畜産の経営と流通に分類して、

それぞれを体系化している。各論には、家畜

ごとの知識が記述されている。家畜は牛、馬、

羊、山羊、豚、鶏、毛皮動物、養蜂、その他

の家畜に分類されている。その他の家畜とし

て、水牛、ヤク、バンテン、 トナカイ、鹿、ラ

クダ、ラマ、アルパカ、馳馬、螺馬、象、アヒ

ル、ガチョウ、七面烏、ウズラ、ホロホロチョ

ウ、肉用鳩、キジが取り上げられている。

特論では、実験動物が取り上げられ、マウ

ス、ラット、ハムスター、モルモッ ト、ウサ

ギ、犬、猫、ミニブタ、シバヤギ、 サル類、

鳥類、は虫類、両生類、魚類、棘皮動物、原

索動物、昆虫類、そして新しい実験動物とそ

の開発について述べられている。

総論、各論、特論を読むと、畜産には膨大な

知識の蓄積があることがわかる。このような知

識の中には、数千年にわたって動物を飼育し、

増やす中で蓄積されてきたものもある。これら

の知識は現実の畜産を動かす力となっている。

一方、畜産学で生まれた知識、技術および手

法の中には、畜産学以外の領域に取り入れられ、

独自に発展しているものもある。また、膨大な

知識に、さらに新しい領域を付け加える視点も

誕生している。このような視点について考える

ことは、畜産学の立脚点を明確にし、よ り充実

した畜産学の誕生につながると考えている。

2.生物学や医学などに広がる畜

産学の視点

生物学や基礎医学で生み出された知識や手

法を一方的に導入して畜産学の研究・教育が

成り立っていると考える研究者が一部にいる

が、それは正しくはない。 例えば、優れた家畜

の増産の研究から誕生した体細胞ク ロー ン技

術は今、畜産学の枠を越えて、実験動物の増

産、医薬の製造、人に移植が可能な臓器の生
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産、テーラーメイドES細胞の樹立などに影響

を与え、それぞれの分野において新しい研究

の流れを生みだしている。また、体細胞クロ

ーンは卵子のもつ体細胞初期化因子の研究を

加速させている。体細胞初期化のメカニズム

が明らかにされれば、再生医療や癌研究に大

きな影響を与えることになるからである。さ

らに、生殖細胞や卵胞の形成•生死の選択の

メカニズムの解明は、組織形成のダイナミズ

ムの理解に、一つの新しい考えを与えている。

家畜の改良に関係して、 QTL 

(Quantitative trait loci :量的形質関連遺伝

子座）の考えとそれを用いた手法が登場して

いる。遺伝子ノックアウト技術が開発され、

一つあるいは二つの遺伝子を破壊して、遺伝

子の生物学的役割を解明できるようになった

が、 一つや二つの遺伝子では決定されない最

的形質も多い。例えば、乳頭の数、産子数、

泌乳量の決定には、多くの遺伝子が係わって

いる。かつては「ポリジーン」が想定されて、

その解釈がなされてきた。今、 一部の形質に

ついてはポリジーンの実態が解明されつつあ

り、ポリジーン個々の形質発現への寄与率も

明らかになっている。家畜の研究で大きく進

む分野である。この研究成果は人の疫病の治

療などにも応用されるであろう 。

一方、反拗家畜とルーメン微生物の共生は、

動物と微生物の共生を理解するための優れた

モデルの一つである。ルーメンの生理に関す

る研究から新たな考えが生まれつつある。例

えば、佐々木康之博士（元東北大学教授）の

グループによって提唱された「Rumeno-

pituitary（ルーメンー下垂体）軸」に関する

学説 2)は独創的なものである。羊の実験か

ら誕生した説が、ラットなどにおいても実証

されている。すなわち、採食にともなうルー

メン内の微生物発酵の促進によるVFAの濃
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度増大→ルーメンからのVFA吸収の増大に

よる血中VFAの濃度増大→血中VFAによ

る下垂体ソマトトロフからのGH分泌抑制と

いう機構の存在を示した実験である。ルーメ

ン微生物と反焼動物の共生関係の一側面を明

確にしたのみならず、食べ物がエネルギーや

栄養素としてだけでなく、機能性物質として

内分泌調節系に作用し、発育に影響すること

を明らかにしたのである。

家畜や家禽には、繁殖の季節性、発情周期、

産卵周期などの生物リズムがある。生物リズ

ムの理解は、家畜や家禽の生産性の増大につ

ながる。生物リズムの発生や調節系に関する

研究の発展によって、「時間生物学」と呼ば

れる分野が誕生している。世界的にも、わが

国の研究者が優位に立っている分野であるが、

「時間生物学」に畜産学の研究者が影響を与

えている。昭和天皇のご在位60周年を記念し

て設けられた国際生物学賞の第22回の受賞分

野に「時間生物学」が選ばれ、受賞者を含め

て国際シンポジウムが開催された。海老原史

樹文博士（名古屋大学教授）も、その中心メ

ンバーの一人として活躍された。視交叉上核

とよばれる神経核が概日時計の中枢を担って

いること、この時計細胞の中で「時計遺伝子」

の転写と翻訳によって構成される正と負のフ

ィードバックループが概日リズムをつくつて

いることなど、興味ある事実が明らかにされ

ている。「時差ぽけはなぜ起こる」などの人

のリズムの解明にも影響を与えている。

今、ヨーグルトの販売が伸びている。スー

パーの食品売り場には、多様なヨーグルトがな

らび、また自家製のヨーグルトもつくられてい

る。腸内細菌叢（フローラ）のバランスを改善

することにより、健康にプラスに寄与する生菌

添加物を「プロバイオティクス」とする考えが

提唱されている。わが国では、プロバイオティ
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クス乳酸菌を用いた発酵乳・ヨーグルト製品の

開発研究が進み、特定保健用食品（トクホ）の

認定を受けたヨーグルトも出回っている。トク

ホは、 1991年にわが国が世界に先駆けて提案し

たもので、商品には認証マークが付けられてい

る。2007年現在のトクホの食品数は701尚品で、

この中にはヨーグルトが55品目もある3)。アレ

ルギーの低減、ピロリ菌の除去、そして食中毒

を減らす乳酸菌が分離されており、多様なヨー

グルトの生産を可能にしている。研究の発展の

基礎には、光岡知足博士（東京大学名誉教授）

の開発された独創的な嫌気性菌培養法によって、

人腸内細菌の検出率が飛躍的に向上したことが

あるといわれている。このように、畜産学にも

独創的な研究者が登場し、乳酸菌の利用を目的

とした研究が勢いをもって進展している叫

以上の例は、医学や生物学の中へ広がる畜産

学の視点と成果の一部である。畜産学の視点や

その成果は、家畜生産への貢献のみならず、医

学や生物学の中にも広がっているのである。

3.農工連携に向かう視点

医学と工学の融合は人工心臓や人工骨の開

発につながり、大きな成果を収めているが、

今、農学と工学の融合がより実りある成果を

もたらすのではないかと期待されている。エ

学では、「地球に優しい」工業材料として、

農産物が注目されていると聞く 。米ぬかを原

材料として、新素材「RMセラミックス」が

開発されている凡 RMセラミックスは、鋼

なみの硬さで、軽く、潤滑油なしでも滑りが

よく、鋼の千分の一しか磨り減らず、電気抵

抗のコントロールも可能な新素材である。農

工連携の一つの優れた成果である。

畜産において生み出される原材料は数多く

ある。なかでも、ふん尿やガスの量は膨大で

ある。適切な処理がなされなければ、環境汚

染を引き起こす。しかし、膨大な未利用資源

とも考えられる。ふん尿のもととなる飼料の

ほとんどは植物である。植物は土壌の養分が

太陽光によって変換したものとも考えられる。

このようなことを踏まえて、私は、かつて、

「飼料の輸入とは土壌の養分の輸入である。土

壌のことを考えると、ふん尿を飼料生産国に

戻すことが望ましい」と述べた叫 ふん尿の堆

肥化が進められ、農業との連携によって、ふ

ん尿問題を解決しようする動きがある。また、

ふん尿を燃料として利用する研究も進められ、

新しい技術が誕生している。これらの努力が、

ぜひ実を結んでほしいと思っている。画期的

な堆肥が生み出され、飼料輸出国の土壌に還

元されるようになってほしいとも思っている。

これらに加えて、私は、ふん尿が「地球に優し

い」工業材料にならないものかと密かに期待

している。畜産の視点が、工学のアイデアを

呼び起こし、ふん尿が優れた工業材料になる

日が来るのではないかと期待している。

4.稲作文化に影響する飼料稲

農林水産省は、 2003年に「食料 ・農業・農

村基本法」を制定し、この法律にもとづく「基

本計画」を作成した。その中で「飼料増産推進

計画」をまとめ、家畜飼料の自給率向上を目

指している。自給率向上のポイントは、水田

における飼料作物の作付の拡大である。水田

稲作の生産調整が行われ、遊休地が散在して

いる。このような遊休地を活用し、かつ飼料

作物の作付の拡大を図る切り札として、飼料

稲の栽培が奨励されている。飼料稲の作付面

積の2006年度実績は306ha程度であるが、今後、

増加が見込まれている。この動きは、自給飼

料の増産、稲作経営の安定、農村の活性化に

寄与すると思われる。一方、飼料の安全性確

保の観点からも、飼料稲の作付面積の拡大が
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望まれる。口蹄疫、ニカメイガの混入、硝酸

態窒素やエンドファイトによる中毒など、輸

入飼料が原因となった家畜の被害が報告され

ている 6)。国内での家畜飼料の生産は、わが国

の安全性基準を踏まえたものとなる。今、飼

料稲の生産拡大を目指して、稲作農家と畜産

農家を結びつける体制づくりが行われている。

古代から続く稲作に影響されたわが国の文

化は、稲作文化とも呼ばれるが、稲作文化は人

が食する米を栽培する行為とそれに係わる行

事などから生まれたものである。家畜の飼料

として稲を育てることは、日本人にとって大

きな発想の転換である。日本を含む東南アジ

アの農業の中心は稲作である。特に、平地にお

いては、水田稲作が主流である。東南アジアに

は、稲栽培を中心とする文化が根付いている。

ところで、 2006年9月に釜山で開催された

第12回アジア大洋州畜産学会議では、サテラ

イトシンポジウムの一つに飼料稲が取り上げ

られた。中国、韓国など日本以外のアジアの

国々からの参加者も多かったことから、アジ

アにおいても飼料稲に関心が集まっているこ

とが理解できる。営々と続いてきたアジアの

稲作文化に、新しい動きが出ているのである。

「転換しようとする作物が稲作と同等の収

益を上げうるか」や「差額を助成金で措置で

きるか」に関する議論は重要である。さらに、

飼料稲生産をスムースに軌道に乗せるには、

人々の心や文化について考えることも重要で

ある。すなわち、畜産において新たな文化創

造を可能にする視点が必要である。今、「地

域資源を活用した食品ブランドの創出」が熱

心に進められている。日本畜産学会108回大

会が2007年9月に岡山大学で開催され、地域

の農家の方々も参加した公開講演会が開催さ

れた。そこで、地域の特性を活かして生産さ

れる豚肉、チーズ、ソーセージ、ヨーグルト
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などが紹介された。神戸牛、松坂牛、近江牛

などブランド牛肉に加えて、畜産物の新しい

ブランドが話題になるのは素晴らしい。これ

らの食品ブランドを核として、地域に特色あ

る畜産文化が誕生するようになるとさらに素

晴らしい。このような動きを加速する視点が、

飼料稲生産の定着につながると思う 。

5.新しい畜産の風景の創造

食料は、人類が生きて行くためになくては

ならないものである。すなわち、食料を生み

出す農業や畜産は人類の生存に必須である。

未来永劫、農業や畜産の社会的意義が薄れる

ことはない。しかしながら、人々の心を引き

つけ、社会に誇りうる産業として継続するた

めには、さらなる努力が必要である。悪臭や

汚水を適切に管理し、清潔に家畜を飼育する

ことは避けて通れない。

畜産がより強く人々の心を引きつけるため

には、心惹かれる畜産の風景をつくり出すこ

とも重要ではないかと思っている。遠くから

みても、近くからみても自然と調和し、美し

いと感じる風景を生み出すことが必要である。

わが国の畜産は、欧米をモデルとして、その

産業基盤を確立したのみならず、畜産の風景

も欧米から輸入したものともいえる。北海道

や東北の一部などで見られる牧畜風景は、欧

米の風景と重なる。

しかし、都市周辺の畜産の風景には、改善

すべき点が多い。欧米の牧畜の風景とも異な

るし、日本の伝統的な農村の風景とも異なる

ものが多い。改善のみならず、さらに畜産の

風景の中に、経営者や地域の人々の美意識を

表現することも重要と思う。美意識には、人

類共通のものがあり、また風士や民族によっ

てはぐくまれた独特なものもある。民族の美

意識は、その風土を反映するといわれるが、
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日本人の美意識は山や森林につつまれた温和

な気候の中ではぐくまれ、独特のものになっ

てきたといわれている エ このような日本人

の美意識をかたどった風土の中の家畜は、お

だやかで人間とともに労働し、そして子を生

み育てる人間に近い存在であったと思われる。

明治時代以降は、家畜の食料としての比重が

高まり、その役割が変わるとともに、家畜を見

るHや飼養形態も変化し、従来の農村風景とは

異なる風景を生み出してきた。このことが、伝

統的な農村風景の中に異なる風景が誕生した

理由である。伝統的な美意識をもつ人々、特に

伝統的な農村風景を美しいと思う人々にとっ

て、田園の中に畜舎が林立する風景はやや違和

感をもって受けとめられるに違いない。心の中

にしっくり落ち着く風景とは、異なるものであ

るに違いない。畜産の風景は伝統的な美意識の

心と悠藤を引き起こしたと思われる。

今後、誇りうる産業として畜産が生き続け

るには、わが国の風土に根ざし、多くの人々が

美しいと感じる風景をつくり出す必要がある。

日本美として賞賛される建造物は自然と対

立するものではなく、自然の中で存在を強調す

るものでもない。自然にとけ込み、自然の中に

消え入るように存在するものといわれる見宮

大工や庭師は生活環境の中に、自然と調和し、

とけ込むように建物や庭をつくったといわれ

る。その心は、時代を超え、今日でも見るもの

に感動をもたらす。京都や奈良の田園風景の中

に散在する寺社仏閣には、そのようなものが多

ぃ。このような精神を踏まえ、新たな畜産の風

景をつくり出す視点が必要である。私は、日本

美を賞賛する心と融合した畜産学の視点が新

しい畜産の風景を創追すると思っている。

6.「地獄」へ広がる畜産学の視

点

生物にとっては、生存しつづけ、次世代を

つくり、寿命を全うするのが善である。しか

し、家畜はどのように強く生存を願望しよう

と、その寿命を全うすることはできない。乳

を出す牛であろうと時期がくれば飼い主の判

断で死の場所（食肉市場）へ向かうことにな

る。食肉市場についた家畜は「待合室」に入

れられて死を待っことになる。死に際しては、

狭い通路を通り、頭数の多い時などは先を急

がされて、いやがる暇もなく死の場所に足を

進めなければならない。死の場所に着くと、

その生命は確実に終わる。

仏教では、特に浄土宗では、殺生が戒めら

れている。 浄土宗の開祖、源信が著した「往

生要集」 9)の「大文第一厭離椴士第一地

獄」には、殺生を犯したものが住む死後の世

界が描かれている（参考図）。地獄には、等活

地獄、黒縄地獄、衆合地獄、叫喚地獄、大叫

喚地獄、焦熱地獄、大焦熱地獄、阿鼻地獄の

八つがある。動物を殺めることによっても、

人は地獄に落ちる。「往生要集」の中で語られ

る地獄は具体的で恐ろしい。灼熱の中での苦

しみ、飢餓の苦しみ、痩せおとろえる苦しみ

など、多くの苦しみがある。古寺に伝わる地

獄の絵図には、その苦しみが描かれている

参考図

源信著「往生要集」の目次

大文第一 厭離檬士 大文第三極楽の証拠

第一 地獄 大文第四 正修念仏

第二 餓鬼道 大文第五助念の方法

第三 畜生道 大文第六 別時念仏

第四 阿修羅道 大文第七 念仏の利益

第五 人道 大文第八念仏の証拠

第六 天道 大文第九往生の諸行

第七総結厭相 大文第十 問答料簡

大文第二 欣求浄土
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今を生きる人々は、すべて地獄へ落ちる。

本能にもとづいて、家畜を食べる一連の行為

が地獄へ落ちる要件となるからである。また、

畜産に係わる者は、さらに家畜を食する肉食

性を強める職業についている。「往生要集」の

記述は、人々の心に深く刻み込まれている。

畜産に係わる者は、必ず「地獄」を意識しなけ

ればならない。畜産学には、このような地獄

について考える視点も含まれる。畜産学の視

点は、宗教にも向かわざるを得ないのである。

一方、地獄にも救いがある。「往生要集」

には、地獄の中で苦しみと熱き心をもって生

き続ける罪人も描かれている。「衆合地獄」

の中に、刀のように鋭い葉をもつ「葉刀樹」

について書かれた箇所がある。

その樹の頂を見やると、顔立ちの整った、

美しい装いを凝らした女がいる。それを見る

や罪人は我を忘れて、すぐさま、その樹に登

ろうとするが、樹の葉は刀のようにたちまち

肉を割き、筋を裂く。こうして満身これなま

すのごとく切り裂かれ、ようやく登り終わっ

てくだんの女はと見れば、いつの間にやら地

上にいて、婉然と秋波を送るのだ。「あなた

を一途に慕うあまり、わたしはここへ下りて

来ましたのに、あなたはどうしてわたしのそ

ばへはいらっしゃらないの」。罪人はこれを

目にするや欲情の炎に身をよじり、ふたたび

樹を伝って下り始めるが、刀のような葉はこ

とごとく上をむき、さながら鋭利なカミソリ

のようである。罪人、からだじゅういたると

ころを切り裂くもようやく地上に下り立つや、

女はまたもや樹上にある。「罪人これを見て、

再三再四、女を追うの愚を繰り返す。こうし

て百千億年の長きにわたり、みずからが作り

出した妄執の虜となり…」。

このように百千億年もの長きにわたり、罪

人を生かし続ける地獄もある。この「美しい
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装いを凝らした女」は、人それぞれがもつ「願

い」と考えるべきであろう。「妄執の虜」とは

苦しみと熱き心と理解できるのではないだろ

うか。姿や振る舞いに親しみを覚え、かつ心

通う動物を殺めて生き続けなければならない

自らの命を思うとき、雑食という本能をもっ

自らの存在の複雑さが身にしみる。私は「こ

のような心の慈藤が思考を多様化し、抽象化

した論理を芽生えさせた」と述べたことがあ

るが5）、心の葛藤は苦しみと熱き心を生み出

す。源信は、「菓刀樹」において苦しみが熱き

心を生みだし、その熱き心が「願い」を追い求

める力になると述べているのではないであろ

うか。私は、源信は、苦しみと熱き心と願いに

思いを馳せて「往生要集」をまとめたのでは

ないかと思っている。決して、差別を生み出

す書物ではない。「往生要集」は、執筆直後か

ら外国語に翻訳もされた国際的な書物である。

畜産学の視点で「往生要集」を読み解くこと

は、人類のつくり出した仰大な思想の一側面

を明らかにすることにつながると考えている。
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・動物用電子タグとその応用

(2)電子タグの動作原理
中村雄有（なかむら かつなり） （社）畜産技術協会

l.はじめに

本連載の (1) 「電子タグの概要」で述べ

たように、電子タグはRFID (Radio 

Frequency Identification) ともいわれてい

る。これを日本語に訳すと、「無線を使った

個体識別」となる。電子タグの最大の特徴は

無線を使って、非接触で情報の交信ができる

ことであるが、同時にこのことが電子タグの

動作の理解を難しくしている。今回は無線を

使っている電子タグの動作原理を中心に述べ

る。

2．電子タグヘの電力と情報の伝
達方式

電子タグはバッテリーなどのエネルギー源

は持たず、リーダ／ライターから電波によっ

て電力が与えられる。相互の情報交信も電波

を介して行なわれる。かつては光を伝送媒体

としたシステムもあったが、最近ではシステ

ムとしての扱い易さから、電波を伝送媒体と

するものが主流となっている。

電子タグの伝送方式には電磁結合方式、電

磁誘導方式、電波方式の三種類がある。

1)電磁結合方式

電磁結合方式は図 1に示すようにリーダ／

ライターのコイルにタグのコイルを数mm~

数10mmの距離に接近させて、電力の供給と

情報の交信を行なう 。この方式では、リーダ

磁束

IC 

リーダ／ライター タグ

図1 電磁結合方式

／ライターのコイルに交流電流を流して磁界

を発生させ、電磁誘導によって電子タグ側の

コイルに電圧を発生させる方式である。次に

述べる電磁誘導方式と原理的には同じなので、

電磁誘導方式に含めることもある。

リーダ／ライターと電子タグ間で電波に情

報を乗せで情報を伝送する方式は下記の三種

類の方式の内から選ばれている。

(1) ASK変調方式 (AmplitudeShift Keying) 

デジタル信号のある時とない時で電波を

ON/OFFする方式である。

(2) FSK変調方式 (FrequencyShift Keying) 

二つの異なった周波数の電波をデジタル

信号に応じて切り替える方式である。

(3) PSK変調方式 (PhaseShift Keying) 

デジタル信号のある時とない時で電波の

位相を変える方式である。

図2にASK変調とFSK変調の波形を示す。

この電磁結合方式は交信距離は短いが、ノ

29 



信号波形

ASK波形

FSK波形

図2 変調の波形

図3 パレット搬送への適用

4 磁束
I / 

——-• 

---9• 

-「¥
＇ 

リーダ／ライター タグ

図4 電磁誘導方式

イズに強く、信頼性が高いので、工場内でパ

レットなどに取り付けられ、検査、組立、出

術ラインなどに広く使われている（図 3)。

2)電磁誘導方式

電磁誘導方式は図 4に示すように、 リーダ

／ライターのアンテナに135kHz以下、 または

13.56MHzの電流を流し、電磁誘導により 電

子タグのコイルに電圧を発生させ、電力の供

給と情報の交信を行なうものである。情報を

伝送するための変調方式はASK、FSK、

PSKが使われている。交信距離は電磁結合の

30 

写真 1 動物用電子タグ

写真2 皿勘定システム

ものより長く、 lmを越えるものもある。

動物用電子タグはこの方式である（写真 1)。

動物用電子タグは134.2kHzという長波帯の

周波数を使っているので、電子タグの姿勢に

影響されることが少ない。また、この方式を

使った身近な例ではお皿に電子タグを埋め込

み、寿司の料金を計算する「皿勘定システム」

も125kHzの周波数を使ったシステムである

（写真 2)。また， JRで自動改札に使ってい

るSuicaもこの方式であり、 13.56MHzを使っ

ている （写真 3)。

3)電波方式

電波方式は図 5に示すようにUHFに属す

900MHz帯の電波、 マイクロ波に近い

2.45GHzの電波、いずれも周波数の高い電波

をリーダ／ライターから発信し、電力の供給

畜産技術 2007年12月号



写真3 Suica 

電波

9’--‘‘ 

‘ヽ’¥ヽ
‘--9' 

リーダ／ライター タグ

図5 電波方式

と情報の発信を行なう 。電子タグからのリー

ダ／ライターヘの情報はリーダ／ライターから

の電波を反射させ、変調をしで情報を伝送し

ている。

2.45GHzを使った電子タグは交信距離が数

mと長く、自動車の組立ラインなどに広く採

用されている。また、 900MHz帯の電子タグ

はわが国では平成18年から利用が認可され、

物流分野などで使われ始めている。

3.電子タグのシステム構成

電子タグのシステム構成は電子タグの種類

によって異なるが、ここでは動物用電子タグ

などの134.2kHzの周波数を使い、リードオ

ンリーの電子タグのシステム構成について述

べる。

圏 6にそのブロックダイアグラムを示す。

リーダ／ライターは134.2kHzの電波をアンテ

リーダ／ライター ASK変調信号
タグ

共振コンデンサ I ぐニ~

ASK変調

コントローラ

図6 電子タグのシステム構成

ナから発信する。電子タグのアンテナでは、

電磁誘導により起電力が発生、 この起電力に

より整流回路を経由して電子タグに直流電源

が与えられる。これによって、はじめて電子

タグがONとなる。電子タグはEPROM内に

記録されている情報で変調したASK変調信

号をアンテナから発信する。リ ーダ／ライタ

ーはアンテナでその信号を受信し、検波・復

調しで情報を受信する。受信しだ情報は記録、

表示され、必要に応じて通信インターフェー

スを介して上位に伝送される。

4.電子タグが使用する電波とそ

の特性

わが国の電波法では、 3,000GHz以下の電

磁波を電波と定義しているが、この周波数帯

の中で電子タグ用に使用している電波は下記

の周波数帯である。

長波帯： 135kHz以下

短波帯： 13.56MHz

UHF帯： 900MHz帯

マイクロ波帯： 2.45GHz

図7に電波の主な用途と電子タグの使用周

波数帯を示す。

電子タグの特性は使用する電波の周波数帯

によって異なる。UHFやマイクロ波のよう

に周波数が高くなるにしたがって電波の特性

は光に近くなり、通信距離は長くなるが、指
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波長 周波数 名称 主な用途
電子タグ使
用周波数帯

10km 

1km 

100m 

30kHz 

300kHz 

3MHz 

!Om + 30MHz 
讐；皮い〗旦g;］

1m + 300MHz 

10cm 

1cm 

1mm 

3GHz 

30GHz 

300GHz 

ザ［；旦i□]E三□］
中波
ML 

短波
HF 

極超短波
UHF 

マイクロ波

SHF 

ミリ波
EHF 

1 13.56MHz | 

]ニ

図7 電波の主な用途と電子タグの使用周波数帯

向性が強くなる。一方、 135kHz以下の周波

数では通信距離が短いが、通信可能な領域は

広くなる。

また、電子タグのアンテナとの相対的な向

き、タグのアンテナに対する姿勢（オリエン

テーションともいわれる）が通信距離に影響

する。タグがアンテナと正面を向いて向き合

うときが最も長い通信距離となり、垂直とな

るとき、最も短くなる。このタグの姿勢によ

る通信距離への影響は周波数によって異なる。

135kHz以下の周波数では影響が少ないが、

13.56MHz以上では影響が大きく、垂直の場

合に読み取りが出来ない場合もある。

これを電磁誘導方式の場合で説明すると、

図8はタグがアンテナの正面を向いている場

合である。ここではアンテナからでる磁束が

多くタグのコイルと交差するので、長い通信

距離が得られる。図9はタグとアンテナが垂

直になっているので、磁束がタグのコイルと

交差することが少なくなり、通信距離は短く

なる。13.56MHz以上の周波数では、ほとん

--一
-------

平行

リーダ／ライターのアンテナ タグ

図8 タグの姿勢（正面）

、 磁束

リーダ／ライターのアンテナ タグ

図9 タグの姿勢（垂直）

ど0となる場合がある。

また、電子タグの特徴である情報の透過性、

つまり電子タグとリーダ／ライターの間に金

属以外のもの、水、木、プラスチックなどが

あっても情報が通過できるという特性が使用

している周波数帯によって異なる。UHF帯

やマイクロ波帯では、電子タグとリーダ／ラ

イターの間にものが存在する場合、通信距離

が短くなる。135kHz以下の周波数帯では影

響はなく、電子タグを動物の体内に埋め込ん

でも異常なく通信ができる。

表に周波数帯別の電子タグの特徴を示す。

表 周波数帯別の電子タグの特徴

周波数帯
~I35kHz 13 35MHz 900MH z帯 2 45MH z 
長波 短波 UllF マイクロ波

伝送方式 電磁結合／電磁誘導方式 電波方式

通信 | 距 ~lm ~07m ~5m ~3m 
| 領域 ◎ （広い） 0 （広い） △ （狭い） △ （狭い）

クグの姿勢 0 （影響小） △ （影響あり） △ （影響あり） △ （影響あり）

情躙の透過性（金属以外） ◎ ◎ △ △ 

クグの水，油の付着，汚れ ◎ （影響なし） 01影響なし） 0 （影響なし） △ （影響する）

主な適用先 機核組立ライン 物流 物流 物流
勤物ID Suica 自動車組立

◎ ：優または大， 0:良いまたは中，△ ・配慮，対策が必要または小
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ー

塩田 忠
（しおたただし）

木村 和生
（きむら かずお）

全國蘊産関係場所
事務馬（畜塵技篇協会）

全国畜産関係場所長
プロック会議の概要

l.はじめに

全国畜産関係場所長会では、毎年、各プロ

ックごとに場所長会議を開催しており、平成

19年度は下記の日程で開催した。

・北海道 ・東北： 8月20~21日（青森）
•関東・東山： 8月2日（東京）
・東海 ・近畿 ・北陸 ：7月19~20日（京都）
・中国四国： 7月26~27日（山口）
・九州 ：9月11~12日 （沖縄）

本年の会議では、プロックごとに検討事項に

多少の差異はあるが、おおむね、「各研究機関

の最近の動き」、「国・独法に対する提案」、「試

験研究を要する重要 ・重点課題」、「共同（連携）

研究の推進・課題検討」等につき検討 ・情報交

換した。その概要は次のとおりである。

2.各研究機関の最近の動き

1)組織体制に関して、①簡素・効率化、

拠点 ・集約化等の観点から、地方独立行政

法人化、場所の再編・統合の対応 ・検討状況、

②人員 ・研究予算の縮減、競争的資金への取

り組み、③研究成果の情報発信、④共同研究

の推進等について情報交換した。

2)その他、場所間の企画担当者会議、組

織体制の見直しの情報交換、研究素材の確保

等をプロック内で検討 ・実施することが協議

事項となった（東北、中国四国ほか）。

3.国・独法に対する提案

各都道府県からの提案を要約すると別記 1

のとおりである。今後、県 ・ブロックとして

引き続き提案するほか、当協会（場所長会事

務局）でも、嬰林水産省（農林水産技術会議

事務局）との意見交換会 (11月2日）等にお

いて提案していくことにしている。

4.試験研究を要する重要・重点
課題

各都道府県で20年度以降に取り組む研究課

題（県単、共同）は別記2のとおりである。

（付記）

厳しい状況下で、研究組織の体制のみならず、研

究課題の検討 ・実施に当たって、生産・流通現場の

関係者や消跨者と積極的に意見交換し、研究機関に

対する期待・要望を反映した成果等の情報提供が求

められている。

また、県単だけでなく、プロックあるいは全国ベ

ースでの情報交換、共同研究等、研究機関相互の協

調・連携を強化するための取り組みが期待される。

なお、次年度予鉢への反映等から、当会議の開催

時期の見直しが必要である。

これらの情報については、当協会のホームページ

等でも随時紹介していきたい。
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別記1

国・独立行政法人等への提案事項

1.家畜改良増殖に関すること

1)家畜改良増殖体制の整備・強化について

(1)家畜人工授精等に関する講習会の開催（福島県塁業総合センター畜産研究所）

(2)受胎率低下の現状調査と解析の実施（茨城県畜産センター）

(3)単為生殖胚を活用した受胎率向上技術試験に係わる協力依頼（茨城県畜産センター）

(4)性判別凍結精液を用いた受精卵の移植技術の確立（千葉県畜産総合研究センター）

(5)受精卵移植技術全国会議の開催の継続について（神奈川県畜産技術センター）

(6)精子雌雄判別法の開発（静岡県畜産技術研究所）

(7)家畜体内受精卵採取業務の資格要件の緩和について（富山県罠業技術センター畜産試験場）

2)遺伝子を活用した牛の改良増殖の推進強化

和牛の産肉能力に関連する追伝子の情報提供について（茨城県畜産センター）

3)豚の改良増殖体制の推進強化

(1)豚胚凍結技術の改良（北海道立畜産試験場）

(2)豚の系統造成の実施（愛知県鹿業総合試験場畜産研究部）

4)鶏の改良増殖体制の推進強化

(1)地鶏における腿肉割合の改良手法の開発（北海道立畜産試験場）

(2)持続可能な日本型養鶏の構築と国産鶏の開発（岐阜県畜産研究所）

5)体細胞クローン家畜の安全性評価等

(1)牛体細胞クローン技術の産業利用の方向性（愛知県農業総合試験場畜産研究部、岐阜県畜産研究所、

静岡県畜産技術研究所、 三重県科学技術振典センター畜産研究部）

(2)体細胞クローン牛およびその後代牛の生産物の食品としての利用（和歌山県農林水産総合技術セン

ター畜産試験場）

(3)体細胞クローン牛の安全性について（石川県畜産総合センター）

2.自給飼料対策に関すること

1)枡飼料利用性の向上に向けた追伝的特性の究明（北海道立畜産試験場）

2)人工衛星「だいち」の広域画像を活用した耕地の土地情報ソフトの開発（北海道立上川農業試験場天北支場）

3)食料 ・飼料生産と競合しないバイオエネルギー生産技術・体系の構築（北海道立根釧農業試験場）

4)飼料価格高騰に対応した自給飼料生産体系の確立について高栄養飼料作物の開発等について（岩手県農

業研究センター畜産研究所）

5)未活用資源（エタノール発酵残さ： DDGS)の飼料化および高度利用の促進（福島県農業総合セン

ター畜産研究所）

6)放牧地における低コスト・省力的雑草駆除技術（長野県畜産試験場）

7)マイクロシードペレットの次世代的普及（静岡県畜産技術研究所）

8)飼料作物用アワヨトウ、アワノメイガの登録殺虫剤の開発（岐阜県畜産研究所）

9)大規模酪農におけるコンポストバーンの有効性（愛知県罠業総合試験場畜産研究部）

10)飼料米の生産促進 （静岡県畜産技術研究所中小家畜研究センター）

11) トウモロコ シとソルゴーの混播草地におけるイチビ対策について（兵庫県立農林水産技術総合センター

淡路嬰業技術センター）

12)食料生産と競合のないバイオ燃料向け資源作物開発の早急な方向提示（富山県塁業技術センター畜産試験場）

13)水田裏作等を活用した飼料用麦の利用による自給飼料増産対策（愛媛県畜産試験場）
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3.畜産環境対策に関すること

1)乾式メタン発酵による家畜ふん尿等の処理技術の実用化 （北海道立畜産試験場）

2)家畜ふん尿からの養分抽出 ・肥料製造技術の実用化（北海道立根釧農業試験場）

3)豚舎等における悪臭低減技術の研究推進（長野県畜産試験場）

4)畜産経営由来の悪臭軽減対策の再検討（新潟県農業総合研究所畜産研究センター）

4.家畜衛生・食品に関すること

1)人獣共通感染症防止技術開発に係る指溝について（京都府畜産技術センター）

2)飼料中のカビ誨汚染実態の把握とカビ毒低減技術の開発（新潟県農業総合研究所畜産研究センター）

3)食品リサイクル飼料における食品添加物が家畜に及ぽす影響（山口県牒林総合技術センター畜産研究部）

5.その他技術に関すること

1)飼料作物への獣害対策（福島県牒業総合センター畜産研究所）

2)肥育牛における筋炎（シコリ）発生メカニズムの解明（群馬県畜産試験場）

6.試験研究の体制強化に関すること

1)農林水産研究高度化事業の拡充強化等

(1)塁林水産研究高度化事業のメニュー拡大充実（静岡県畜産技術研究所中小家畜研究センター）

(2)農林水産研究高度化事業の拡充 ・強化（新潟県牒業総合研究所畜産研究センター）

(3)委託研究の契約期間に見直しについて（新潟県農業総合研究所畜産研究センター）

(4)委託契約期間の早期化について（富山県牒業技術センター畜産試験場）

(5)受託研究契約書の早期締結のためのひな型作成（福岡県農業総合試験場）

(6)公募型資金に関する申請時期等の改善について（熊本県農業研究センター畜産研究所）

(7)高度化事業の地方研究領域設定型に畜産分野の課題設定（大分県農林研究センター畜産試験場）

(8)受託研究契約の早期締結と契約期間の変更（鹿児島県牒業開発総合センター畜産試験場）

2)研究促進のための体制強化のための人材育成及び情報提供等

(1)共同試験への技術協力（神奈川県畜産技術センター）

(2)地域研究機関のシーズなどを応用研究して、全国的な技術普及へつながるような研究プロジェク トの

設置（大阪府環境農林水産総合研究所）

(3)各都道府県のシーズの掘り起こしとデータベース化（和歌山県牒林水産総合技術センター畜産試験場）

(4)研究貝の人材育成に係る研修会の開催（山口県農林総合技術センター畜産研究部）

(5)研修会 ・会議・シンポジウム等の開催方法について（大分県農林水産研究センター畜産試験場）

3)研究推進及び的確な技術指導のための基準となる評価方法等の確立等

(1)牛肉の品質に関する客観的評価法（北海道立畜産試験場）

(2) 自給飼料中マイコトキシンの分析法と複合汚染の影響評価法の開発（北海道立畜産試験場）

(3)食肉加工食品における原料肉の動物種判定手法の簡易低コスト化（北海道立畜産試験場）

(4)ストレス計測のための生体情報検索（北海道立根釧農業試験場）

(5)運動が牛の健康に及ぽす影押を評価するための指標（北海道立根釧罠業試験場）

(6) 日本飼養標準の改訂に係わる研究索引（岐阜県畜産研究所、静岡県畜産技術研究所）

(7)客観的な枝肉評価（格付け）システム（判定機器）の開発（静岡県畜産技術研究所、三重県科学技術

振興センター畜産研究部）

(8)牛の免疫活性値の客観的評価方法の開発について（富山県農業技術センター畜産試験場）
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別記2

全国畜産関係場所長会で対応する課題関連

各都道府県の平成20年度新規予定重要試験研究課題

l.乳牛

l)生産抑制基調下における草地型酪農経営の所得確保への展開方向（北海道立根釧牒業試験場）

2) 自給粗飼料脊源を活用した特色ある酪農のためのプラウンスイス種の利用法（北海道立根釧農業試験場）

3)乳牛の体格および動作の三次元解析による牛床設計（北海道立根釧牒業試験場）

4) 自動搾乳システムにおける飼料給与技術の確立（岩手県畜産研究所）

5) カウコンフォートを考慮した飼育環境改善による生産性の向上（共同研究希望） （埼至県農林水総合研究

センター畜産研究所）

6)牛胚（受精卵）移植における受胎率向上に関する要因の解析（千業県畜産総合研究センター）

7)検定データの活用による乳質改善対策の確立（東京都農林総合研究センター）

8)茶葉による乳汁中体細胞数抑制技術の開発（東京都牒林総合研究センター）

9)乳牛における分娩前後の飼養管理技術の検討（共同研究希望） （山梨県酪牒試験場）

10)高消化性スーダン型ソルガムヘイレージとトウモロコシサイレージの給与を基本にした高泌乳牛飼養

技術の確立（長野県畜産試験場）

11)搾乳牛への竹混合TMR給与試験（鳥取県畜産試験場）

12)「紫外線LED」による生乳衛生管理システムの開発（共同研究徳島大学、日亜化学工業株式会社）

（徳島県立農林水産総合技術支援センター畜産研究所）

13)薬剤非依存型乳牛繁殖性向上試験（愛媛県畜産試験場）

14) イナワララップサイレージを利用した乳用牛育成技術の開発（愛媛県畜産試験場）

2.肉用牛

1)黒毛和種繁殖牛の育成技術および繁殖データ管理システムの開発（北海道立畜産試験場）

2)飼料米利用に向けた地域飼料資源活用自給飼料100％の日本短角種肥育実証試験（青森県嬰林総合研

究センター畜産試験場）

3)黒毛和種肥育牛におけるビタミン C給与効果の実証試験（秋田県農林水産技術センター畜産試験場）

4)茨城県における和牛遺伝子多型と産肉性との関連（共同研究希望） （茨城県畜産センター）

5)未利用地等利用の放牧飼養管理省力化技術の開発（共同研究希望） （栃木県畜産試験場）

6)乳用種去勢肥育牛への稲wcs給与試験（烏取県畜産試験場）
7)やまぐち和牛の肉質特性とプランド化に関する研究（山口県農林総合技術センター畜産技術部）

3.牛

1)生体由来卵子の活用による県内産優良雌牛の種畜利用体系の高度化（島根県畜産技術センター）

2)健全な子牛の哺乳育成システムの構築（岡山県総合畜産センター）

3)モー安心、牛に優しい生産技術の開発（ギャバ及びビタミンEを含む混合飼料の投与によるストレス

軽減） （共同研究日本全薬工業株式会社） （徳島県立農林水産総合技術支援センター畜産研究所）

4.豚
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1)豚のストレス低減飼養管理技術の確立（共同研究希望） （栃木県畜産試験場）

2)豚肉の物性評価の検討（千葉県畜産総合研究センター）

3)遺伝子解析によるトウキョウ Xのプランド化（東京都塁林総合研究センター）

4) トウキョウ X豚排出中の銅 ・亜鉛低減試験（東京都罠林総合研究センター）

5)品種及び給与飼料の違いが肉質及び食味へ及ぽす影響（共同研究希望） （山梨県畜産試験場）
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5.鶏

1)微生物資材等を用いた鶏の生産性向上技術に関する検討（茨城県畜産センター）

2)東京うこっけいの肉利用（東京都農林総合研究センター）

3) アシタバによる東京うこっけいのプランド化（東京都農林総合研究センター）

4)家畜福祉に配慮した採卵鶏の飼養技術の検証（神奈川県畜産技術センター）

5)鶏舎等への烏獣侵入防止対策技術の開発（岡山県総合畜産センター）

6.豚・鶏

1)県産豚並びに鶏の特別飼育用安全飼料の開発（岡山県総合畜産センター）

2)次世代とくしまプランド創出（銘柄鶏） （徳島県立農林水産総合技術支援センター畜産研究所）

7.草地飼料作物

1)加圧過熱水蒸気処理による地域バイオマスの配合飼料転換技術の開発（共同研究必要） （北海道立畜

産試験場）

2)酪農の飼料自給率向上に向けた牧草の成分改善技術の確立（青森県農林総合研究センター畜産試験場）

3)飼料米の低コスト ・多収生産と効果的給与技術の確立（山形県農業総合研究センター畜産試験場）

4)飼料イネのモミを濃厚飼料の代替として利用するための加工調製技術と給与技術の確立（共同研究必要）

（福島県農業総合センター畜産研究所）

5)経年草地の簡易更新技術と草地利用効率向上技術の開発（共同研究必要） （福島県農業総合センター

畜産研究所）

6)水田における飼料イネ栽培技術の確立（栃木県酪罠試験場、栃木県農業試験場）

7)汎用飼料収穫機による生わらサイレージ収穫調製技術の確立（埼玉県農林総合研究センター畜産研究所）

8)越夏性を向上させたペレニアルライグラスの育成（山梨県酪農試験場）

9)飼料作物の周年作付けによる省カ ・安定栽培技術の開発（長野県畜産試験場）

8.環境

1) ふん尿処理 • 利用時の臭気低減のための地域システムの構築（北海道立根釧混業試験場）

2)堆肥の活用促進を支援する技術の開発（群馬県畜産試験場）

3)畜舎緑化による家畜生産環境の改善（共同研究希望） （埼玉県農林総合研究センター畜産研究所）

4)簡易・低コスト脱臭技術の開発（岡山県総合畜産センター）

5)バイオマスを活用した効率的なメタン発酵処理 ・利用技術の研究（岡山県総合畜産センター）

6)バイオマス資源を有効活用した水質浄化の開発（共同研究牒業研究所森林業研究所） （徳島県立牒林

水産総合技術支援センター畜産研究所）

9.衛生

1)非定型BSEプリオンの病原性と体内分布（共同研究必要） （北海道立畜産試験場）

2) プレバイオティクス利用による牛の腸管出血性大腸菌排泄低減技術の開発（北海道立畜産試験場）

10.その他

1)単為発生卵が産生する妊娠認識物質を利用した受胎率向上の確立（共同研究希望） （茨城県畜産センター）

2) シカと共存するための技術開発（東京都農林総合研究センター）
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篠田満
（しのだみつる）

北海道農業研究センター
集約放牧研究チーム

マッチングフォーラム
「酪農経営のゆとりと

美味しい牛乳生産を生
出す集前訊牧技術」の概要

l.足寄町でのマッチングフォー

ラム

平成19年8月22日に北海道の足寄町におい

て、「酪農経営のゆとりと美味しい牛乳生産

を生み出す集約放牧技術」と題して、北海道

地域のマッチングフォーラムが開催されまし

た。足寄町は十勝地域の東北部にあり、阿寒

国立公園の入り口で、酪農が盛んなところで

す。集約放牧に取り組む酪農家が増え、「放

牧酪農推進のまち」の宣言をしたことは有名

です。

マッチングフォーラムは、ややもすれば、

発表者側の一方的な情報発信に陥りがちな成

果発表会に代わって、研究者、普及関係者、

生産者が一体となって、双方向の情報交換を

行ない、より効果的に技術開発と普及を進め

ようとするものです。

近年、バイオ燃料との競合に端を発した飼
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料価格の高騰のために、酪農では一層の低コ

スト化が求められており、放牧への関心が高

まっています。そこで、今回のマッチングフ

ォーラムでは、最近の集約放牧の研究成果の

普及促進と情報交換を目的にしました。そし

て、放牧酪農家とチーズ工房での現地検討、

研究成果発表、ブース形式による情報交換、

工房で製造されたチーズの展示など多様な情

報伝達が行なわれました。

農林水産省農林水産技術会議事務局と北海

道農業研究センター（以下：北農研）が主催、

北海道、足寄町、帯広畜産大学、十勝農業協

同組合連合会、 NPO法人グリーンテクノバ

ンク、北海道放牧酪農ネットワーク交流会in

足寄が協賛しました。参加者は生産者、研究

者および農協・普及・行政関係者など、おお

よそ140人でした。

2.現地での検討

マッチングフォーラム当日の午前中は、放

牧酪農により低コスト化を図った足寄町の佐

藤廣市牧場、および牛乳の高付加価値化と消

費拡大を目指しているチーズ工房「あしょろ

農産公社」で、現地検討を行ないました。

佐藤廣市牧場（写真 1) は、以前は高泌乳

を求めて 1日6回の配合飼料を自動給餌して

写真 1 集約放牧で低コスト生産の現地検討
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いました。しかし、生乳生産調整や作業量増

加の状況に疑問を持ち、町内放牧酪農家の集

会に参加しました。そして、集約放牧は以前

の放牧と異なって合理的で無駄がなく、土地

資源を最大に活用できることを知りました。

そこで、近隣の放牧酪農家の指導を受けて、

平成16年から集約放牧に取り組みました。現

在、経産牛40頭、放牧地20ha、採草地26haを

有しています。放牧草地はチモシー、ケンタ

ッキーブルーグラスが主体で、放牧期の粗飼

料は放牧草のみです。20牧区を有し、 5~8 ・月は 1日に 2牧区を移動する昼夜放牧を行な
い、 9月～10月は 2番草収穫後の採草地を 1

牧区にまとめて昼夜放牧（ただし10月下旬は

昼間放牧）に利用しています。集約放牧に転

換した当初は、労働力の軽減と購入飼料費の

削減はできましたが、放牧草が余り、思うよ

うな結果になりませんでした。そこで、平成

19年には放牧を 5月からと早期に始めました。

1日に 2牧区を移動するとともに、早春の施

肥を抑制したので、集約放牧の目的である単

草利用ができ、満足な結果が得られました。

あしょろ農産公社（エーデルゲーゼ館）は、

生乳をチーズに加工するなどの高付加価値畜

産物の生産と消費構造に対応した多角的な流

通手段により、第 1次産業の関連産業を育成

して発展させ、酪農と地域の振興を図ること

を目的に、平成4年に第 3セクターとして設

置されました。これは、以前から行なわれて

いたナチュラルチーズ製造などを引き継いだ

ものです。平成19年12月より、足寄町で昼夜

放牧している酪農家からの生乳を原料とした

「放牧チーズ」を市販しています。

3.研究成果の発表

当日の午後には、 ①研究成果の発表（写真

2)、②ブース形式による意見交換、③チー

写真2 研究成果の発表

ズ工房の「放牧チーズ」の展示が行なわれま

した。

1)研究成果の発表

研究成果は、 3セッションに分けられて行

なわれました。セッション 1のテーマは「放

牧地での採食量と栄養評価手法」で、次の 2

題の発表がありました。

(1)バイトカウンターによる採食量推定と

その応用（梅村和弘：北農研）

放牧飼養では、放牧草の採食量の把握が困

難でしたが、バイトカウンターで咀哨数を測

定することにより、採食量が推定できること

が報告されました（図 1)。

(2)集約放牧草の栄養特性とその評価

（大下友子：北農研）

放牧草の栄養価は繊維成分含量から正確に

推定できること、および放牧草はエネルギー

y=-0．57x2 + 5.38x + 2.55 
25 

採

; 20 i 忙＝0．86 n=15 
否 151 ...  呈．．
頭 10 ． ．． 
5.  ． 
゜0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 

咀畷II:xlO堪l/II

図1 草量が110~140g/m’のときの咀噌数と採食量の関係（北晨研）
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量と粗蛋白質含量が高いために、 TDN/C

Pは他の貯蔵飼料より低いこと（特に夏）が

報告されました。

セッション 2のテーマは「放牧牛乳の特性

と高付加価値化方策」で、次の 3題が発表さ

れました。

(1)放牧牛乳の乳質特性（高橋雅信：北海

道立根釧農業試験場）

牧草を多く採食した牛からの生乳は、黄色

みが強＜、 fJ-カロテンや共役リノール酸が

多いことが報告されました。

(2)放牧牛乳を原料とするチーズの販売タ

ーゲット（若林勝史：北農研）

消費者はナチュラルチーズの製法や来歴に

関心が高く、放牧チーズヘの期待が高いこと

が報告されました。

(3)放牧牛乳を原料とするチーズ特性と製

造・販売試験（松村哲夫：北農研）

実際の試験販売においても、放牧チーズは

溶けの良さと香りに特徴があり評判が良いこ

とが報告されました

セッション 3のテーマは「集約放牧の体系

化と経営評価」で、次の 2題が発表されました。

(1)道東におけるメドウフェスク「ハルサ

カエ」の放牧利用技術（牧野 司：北

海道立根釧農業試験場）

十勝や根釧のような士壌凍結地帯では、放

牧草地にメドウフェスクを用いると永続性が

良好で、生産性が高まり、例えば、乳牛50頭

規模の放牧で、放牧採草兼用地の面積を約

2ha少なくできることが報告されました（図

2)。また、放牧草地の簡易更新には 2回の

施肥が有効であることが示されました。

(2)数日滞牧型輪換放牧による放牧草地の

維持利用技術（中村直樹：北海道立上

川農業試験場）。

多雪地帯の天北地域のようにペレニアルラ
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TY主体草地 MF主体草地

□ :5-10月まで放牧専用で使うTY草地
■ :5-10月まで放牧専用で使うMF京地
■ : 1番卒は採草利用、 8-10月は放牧利用する兼用TYJ;[地
□ : 1マスは約Iha
搾乳牛50頭、 15時間放牧、放牧草採食呈13.2kg／とう/Bでの試＃

TY:チモシー MF:メドウフェスク

図2 搾乳牛50頭を放牧するのに必要な放牧地面積の
イメージ（北海道立根釧農業試験場）

イグラスが利用できる地域では、 1日輪換放

牧を発展させた 1牧区に 2~3日間滞牧する

方法は、生産性の低下がなく、また省力的で

あることが示されました。

各セッションにおける質疑応答では、①バ

イトカウンターの精度はどの程度か、②栄養

価に関する情報を飼養管理に活かす方法が必

要ではないか、③放牧牛乳の特徴を商品化に

どう活かすかが重要ではないか、④商品化の

ためには関係機関の調整が重要ではないか、

⑤マメ科牧草が少ない場合のクローバの栽培

をどうするのかなどの質問や意見がありまし

た。

2)ブース形式による情報交換

ポスターセッションでは、①乳牛の健康お

よび福祉に対する放牧の効果、②放牧飼養で

乳量・乳成分の制御は可能、③泌乳前期の乳

量を抑えて泌乳持続性を高める乳牛の改良、

④放牧牛の季節繁殖化に向けての課題と対応、

⑤放牧草の嗜好性に及ぼす掃除刈り残漆の影

響、⑥集約放牧酪農の飼料構成モデルと分娩

月別収益性、⑦放牧地における給水施設の設

置位置および設置個数が牛の採食行動範囲に

及ぽす影響、⑧放牧牛乳と放牧チーズの香り

成分の特徴、⑨放牧チーズの製造（共役リノ

ール酸含量の高い乳・乳製品の生産に関する
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研究）が発表されました。

最近、注目されているアニマルウェルフェ

アから放牧施設のレイアウト、牛群改良、繁

殖、栄養など牛の飼養技術、放牧牛乳 ・チー

ズの機能性成分や微屈成分など、広範囲な成

果が展示されたパネルの前で、発表者と参加

者が意見を交換していました。

3)放牧した乳牛の生乳から作ったチーズ

の展示

放牧した乳牛の生乳から作ったチーズを参

加者にじかに感じてもらうために、十勝野フ

ロマージュ、あしょろ農産公社、ゼンキュウ

ファームおよび西川牧場の協力を得て、十勝

地域で販売（試験販売含む）されている放牧

チーズが展示されました。

十勝野フロマージュと北農研、そしてあし

ょろ製産公社と帯広畜産大学、それぞれが協

カ・連携して放牧チーズに関する試験を進め

ています。また、ゼンキュウファームと西川

牧場は放牧酪農家で、自家産の牛乳でチーズ

を作っていますので、春から秋に製造するチ

ーズは放牧牛の生乳が原料となっています。

放牧チーズは放牧牛からの生乳の特徴を反映

して、黄色みが強く、 (J-カロテンや共役リ

ノール酸を多く含有し、微量芳香成分と脂肪

酸組成に特徴があります。

4.おわりに

マッチングフォーラムに続いて、 8月23~

24日に「北海道放牧酪農ネットワーク交流会

in足寄」が開催され、放牧関係者による広汎

な交流が行なわれました。放牧では、飼料調

製やふん尿処理を牛に まかせて省力化でき、

また濃厚飼料の給与鼠が低減できるので、牛

乳生産の低コスト化が期待できます。また、

効果的な放牧を実施するために、放牧技術に

関する情報の提供が一層重要になります。

今回は、北農研、北海道立農業試験場、同

畜産試験場、北海道大学が共同で実施してい

る集約放牧プロジェク トの研究成果を中心に

発表されました。このプロジェク ト研究の成

果は、 20年 3月をめどに まとめられるので、

集約放牧の普及に役だっ と期待しています。

最後に、マッチングフォーラムの開催にあ

たって、現地検討のための放牧酪農家などの

選定、査料の準備、会場の手配など、多大な

ご協力をいただいた足寄町役場の方々に、厚

くお礼を申しあげます。• 
人の動き

（生産局平成19年11月16日付）

岡 睦総務課国際専門官、畜産振興課併任

（束北牒政局生産経営流通部畜産課課

長補佐〔草地〕）

吉田 敏男 牛乳乳製品課畜産専門官、消骰•安全

局消代者情報官付併任（近畿煤政局生

産経営流通部畜産課畜産環境対策官）

伏見啓二 北海道煤政事務所消費 ・安全部長（畜

産企画課課長補佐〔企画班担当〕）

中藤 秀樹 近畿製政局生産経営流通部畜産課畜産

環境対策官（牛乳乳製品課畜産専門官

兼梢代 ・安全局消費者情報官付）
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兵庫県

但馬牛のDNA情報
研究施設「家畜育種
研究棟」の新設

42 

柴谷増博（しばたに ますひろ）
兵庫県立農林水産技術総合センター

北部農業技術センター

グラビアB頁

l.はじめに

兵庫県立農林水産技術総合センター北部農

業技術センターは、農業および畜産にかかわ

る技術の開発などを行なっている研究機関で

す。本県の畜産研究は、農林水産施策の基本

方向を定めた「ひょうご農林水産ビジョン

2015」に掲げる目標の達成に向けて、①食の

安全・安心を支える技術の開発 ②「ひょう

ご」のブランドカを支える技術の開発 ③循

環型社会を支える技術の開発の三つの推進方

策に基づき、生産者や消費者などの県民ニー

ズに柔軟かつ的確に対応する研究を行なって

います。本県の「但馬牛」や「神戸ビーフ」

は全国ブランドとして良く知られており、当

センターはこの但馬牛の育種改良と飼育管理

の研究を行なっています。

2.歴史と沿革

本県の畜産研究機関の発祥は、明治39年に

養父市に設置された県立但馬種畜場です。そ

の後、幾多の変遷を経て、平成 5年に北部農

業技術センターが朝来市に設置されました。

近年、家畜の育種改良分野でも、 DNA情

（主幹1名、研究員3名）

、飼養管理技術開発）

(DNA育種、受精卵移植技術の開発）

図 兵庫県立農林水産技術総合センター北部農業技術
センター畜産部の機構
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報を応用した技術開発が急速に進められてお

り、但馬牛についても、この技術を取り入れ

た改良の推進が緊急の課題です。そこで、当

センター畜産部に家畜育種部門が平成18年4

月に設置され、研究員が3名増貝されて 8名

体制になりました（図）。そして、同年 9月

には、 DNA情報の研究施設である「家畜育

種研究棟」が開設されました。

3.現在の主な研究• 
1)受精卵の遺伝情報を利用した高能力牛

生産技術の開発

但馬牛のそれぞれの個体に刻まれた遺伝情

報を受精卵の段階で検査して、優良追伝子を

選抜する技術を開発しています。受精卵の一

部を切り取り、抽出した追伝子を増幅して

DNA診断を行ない、性別、追伝性疾患およ

び経済形質の追伝情報を把握します。そして、

疾病追伝子を保因した受精卵を排除し、優良

形質の受精卵のみを代理母牛に移植します。

すなわち、 1個の受精卵から複数の追伝情報． を得るDNA診断法を確立して、不良遺伝子
がなく優良遺伝子を持つ種牛を効率よく生産

できるようにします。

2)但馬牛の有用機能・経済形質関連遺伝

子の効果

不飽和脂肪酸を多く含む牛肉は美味しいと

いわれています。飽和脂肪酸を不飽和脂肪酸

に変える酵素の遺伝子 (SCD) には、複数

の追伝子型があります。この追伝子型は、脂

肪中の不飽和脂肪酸割合に影響するので、美

味しさに関係しています。

また、 SCDを制御する因子の一つである

SREBP-1にも複数の遺伝子型があります。

この追伝子型について、但馬牛の肉質に及ぽ

す影響の解明を進めています。さらに、 SC

D、SREBP-1両追伝子の遺伝子型の組み合

わせが肉質に及ぼす影響を解明し、但馬牛の

改良に利用することにしています。

3)但馬牛改良推進対策事業

この事業では、但馬牛の産肉能力を高める

ため、追伝子育種技術を活用して効率的な種

雄牛選抜を行ないます。

種雄候補牛を生産するため、計画交配候補

牛となる優秀な育種基礎雌牛および甜入予定

の候補雄子牛について、増体、脂肪交雑、美

味しさに関与する追伝子のDNA診断を利用

して選抜し効果的な基幹種雄牛を造成します。

4.おわりに

但馬牛の育種にあたって、従来の血統、体

型、育種価などの情報も重要ですが、近年、

全国的に遺伝子レベルでの和牛改良が進展し

ています。但馬牛についても、従来の方法に

よる選抜に加えて、遺伝子情報を用いた育種

改良を進め、プランドカの強化を図ります。
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新版特用畜産ハンドブック
新版特用畜産ハンドブック編集委員会編

畜産技術協会刊

A5版360頁 2007年3月発行

価格： 3,500円（税込）

過去半世紀あまりの間、日本

の畜産は着実に発展してきた。

しかし、生産が拡大したのは、

実は牛、豚、賂のみで、他の多

くの家畜・家禽の生産は縮小し

ている。畜産における多様性が

失われているわけであり、歓迎

すべき事態とは言えない。生産

が縮小しているこれら家畜・家

禽に目を向けて、その生産の振

典に多少なりとも寄与するのが

本書の刊行目的であると刊行者

は前書きで述べている。

特用畜産、あるいはその対象

となる特用家畜についての明確

な定義は見あたらないが、本書

では牛、豚、鶏（卵用、プロイ

ラー用）を除く動物、鳥類、昆

虫などのなかで、乳、肉、卵、

蜂蜜、毛皮などの生産物を利用

する目的で飼育される家畜や家

禽、コンパニオン動物やペット

として飼育される動物や鳥類、

および実験動物を特用畜産の対

象となる特用家畜としてとりあ

げている。畜産であるからには、

これらを増殖し、飼育すること

が経済行為となりうるものを対

象とするとの前提もおいている。

このような考え方に基づいて

本書でとりあげている動物、烏

類は30数種にわたるが、昆虫は

ミツバチのみである。家畜・動

物では、大はウマに始まって、

ヒッジ、ヤギ、シカ、イノシシ

などがあり、小は実験動物のマ

ウス、ラットに至っている。家

禽 ・鳥類では、大はダチョウ、

七面烏に始まってガチョウ、ア

ヒルなどがあり、小はウズラや

ペット用のカナリアに至る多く

の種類がとりあげられている 。

この中には各地の地域特産鶏や

キジ、ヤマドリなども含まれて

いる。本書における特用家畜の

定義に当てはまりながらとりあ

げられていないのは、競馬用の

軽種馬、コンパニオン動物とし

てのイヌ、ネコであり、その理

由は本害前也きで述べられてい

る。

本書は、これら30数種類にわ

たる動物や鳥類について、それ

ぞれの産業状況、主要品種、増

殖、飼養、疾病対策を含む生産

技術、生産物の用途などが把握

できる解説書であることを目的

とし、対象読者も行政担当者、

技術者、生産者、学生など幅広

い方達を想定して記述されてい

る。A5版360ページと出来上が

りはコンパクトであるが、内容

は濃密である。その上、それぞ

れの動物や鳥類についての記述

の末尾には、さらなる情報の入

手先および参考文献がリストさ

れていて、さらに調べたい方に

は便利にできている。

本書の特徴は、執筆者がそれ

ぞれの対象動物 ・鳥類（家畜．

家禽）を熟知していることであ

る。記述は文献的知識のみによ

るのではなく、体験に裏打ちさ

れているところが多いから内容

に厚みがある。執筆者に人を得

ているのが特徴の第1である 。

写真が多く掲載されており、そ

れがすべてカラー印刷であって、

読者が関心を持っていなかった

動物・鳥類のページをめくって

みても楽しめる。眺めても楽し

い本であることが特徴の第 2で

ある 。これだけ豊富な内容で、

多くのカラー写真を掲載しなが

ら、価格はたったの3,500円とい

うのが特徴の第 3である。

多くの方々に自信を持ってお

勧めできる実用書である。

（畜産技術協会松川正）
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骨代謝マーカー
神谷裕子（かみやゆうこ）

九州沖縄農業研究センター 暖地温暖化研究チーム

骨は、生体を支持するという重要な働きを

持つと同時にカルシウム、リンなどのミネラ

ルの貯蔵の場であり、骨髄は造血を行なう組

織である。骨は、成長した後も常に破壊と形・成という活発な代謝回転を繰り返しており、
成人では、毎年10％程度の骨が更新されてい

る。骨の代謝において、骨芽細胞が骨を造る

過程を骨形成、破骨細胞が骨を壊すことを骨

吸収と呼んでいる。骨形成と骨吸収が釣り合

っている場合の骨最は一定である。成長、妊

娠、泌乳、加齢や栄養条件などにより、骨祉

が増減することがある。骨が現在どのように

変化しているのかを知るために用いられるの

が、骨代謝マーカーである。骨形成または骨

吸収の程度に応じて、血液中や尿中に出てく

る物質を測定することにより、骨代謝の変化

が推測できる。骨代謝マーカーには、骨芽細． 胞由来の酵素やタンパク質などで骨の形成の
指標となる骨形成マーカーと、破骨細胞由来

の酵素や骨の代謝産物などで骨の破壊の指標

となる骨吸収マーカーがある。代表的なマー

カーには、骨形成マーカーとして、血中骨型

アルカリフォスファターゼ活性 (BAP)、

血中オステオカルシン (0C) などが、骨吸

収マーカーとして、尿中デオキシピリジノリ

ン (DPD)、血清 1型コラーゲン C末端テ

ロペプチド (1CT  P)、酒石酸耐性酸性フ

オスファターゼ (TRAP) などがある。

骨代謝マーカーは、骨密度測定とならんで、

ヒトの骨粗慇症などの骨疾患を診断するため

に広く用いられており、現在では家畜にも応

用され、骨代謝に関する研究に役立っている。

例えば、成長期の家畜において、これらのマ

ーカーを測定することで骨の成長を把握する

ことができるため、ウシ、ウマおよびブタな

どで、飼養条件が骨代謝へ及ぽす影押が報告

されている。妊娠期や泌乳期にある家畜の骨

代謝を調べる時にも、骨代謝マーカーは非常

に有用である。特に、乳牛においては、分娩

時の乳熱や低Ca血症の発症メカニズムを解

明し、それらの予防策を開発するために、骨

代謝マーカーを利用した研究が多く行なわれ

ている。これまでの研究で、分娩前後の骨吸

収、骨形成マーカーの動態が明らかとなって

おり、血漿中カルシウム濃度や栄養条件、泌

乳祉などが骨代謝マーカーの動態に及ぽす影

響についても検討が進んでいる。

骨代謝マーカーは、骨代謝の変化を把握す

るために非常に有用であるが、骨密度や骨量

の変化を重批で明らかにすることはできない。

しかし、家畜では、骨代謝マーカーの測定に、

骨密度の測定や、骨組織の分析、出納試験な

どを組み合わせることで、より多角的に骨代

謝の検討を行なうことができる。骨代謝マー

カーの利用により、家畜の骨代謝の解明が進

み、家畜の飼養管理の開発に査することがで

きると考えられる。
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l.主な乳用山羊飼養国
乳用山羊はインドが約 3千万

頭、次いでスーダンが 2千4百

万頭、バングラデッシュが 1千

8百万頭を飼養している（表 1)。

総山羊飼養頭数に占める乳用山

羊の割合はギリシャが78.7％で多

く、次いでスーダンが55.8%、イ

ランが49.2％である。総山羊飼養

頭数約 2千万頭を有する中国が

含まれないのは驚きである。

2.山羊乳生産量の多い国

山羊乳生産量ではインド、ス

ーダン、バングラデッシュが年

間140万トン以上で、他国を大き

く引き離している（表 2)。フラ

ンス、スペイン、ウクライナ、中

国は、乳用山羊の飼養は盛んで

はないが、乳生産醤は上位10ヵ

国に入っている。これは 1頭当

表1 主な乳用山羊の飼養国

順位 国名 頭数

2

3

4

 

インド

スーダン

29,700,000 

(23.8) 

23,734,000 

(55.8) 

世界の山羊生産事情(2)

りの乳生産量が高いためであり、

フランスが692kg、ウクライナが

396kg、スペインが335kg、中国

が189kgとなっている（表 3)。

しかし、過酷な熱帯条件のスー

ダンは64kg、イランは28kgに過

ぎない。

3.山羊乳の輸出・輸入国
2005年FAO統計によると、山

羊乳の輸出はサウジアラビア、

スリランカ、アラブ首長国連邦

の3カ国が行なっているのみで

あり、その輸出量も120トンと山

羊肉に比べて極めて少ない。ま

た、山羊乳の輸入国はカタール

1カ国のみとなっている。

4.生体の山羊の輸出 ・輸入国
2005年にソマリアが120万頭以

上、またシリア、イラン、イン

ド、オランダ、スーダン、オマ

バングラデッシュ 17,700,000 

(48.0) 

イラン 12,700,000 

(49.2) 

位ー

5

6

7

8

順 国名

パキスタン

インドネシア

ブラジル

闊滋翫HI

ーンが10万頭以上を輸出してい

る。 2001-2005年の間に、ソマ

リア、シリア、イラン、インド、

オランダ、スーダン、サウジア

ラビアは輸出を伸ばした。この

ほか、オーストラリアは山羊肉

の輸出に切り替え、生体の山羊

の輸出を減少させている。

生体の山羊の輸入は2005年に

イエメンが100万頭以上で、アラ

ブ首長国連邦、サウジアラビア、

ネパール、オマーンがこれに続

いている。また、イエメン、サ

ウジアラビア、ネパール、ヨル

ダン、クウェート、スペインで

は急激に輸人が伸び、 一方、ア

ラブ首長国連邦とオマーンでは

減少している。

（畜産技術協会西村博）

ギリシャ

頭数

6,150,000 

(99) 

5,364,000 

(38.2) 

4,500,000 

(43.7) 

4,262,217 

(78.7) 

順位， 
10 

国名

タンザニア

（単位：頭、％）

頭数

2,600,000 

(20.7) 

ニジェール 2,500,000 

(32.5) 

2006年の飼養頭数 出所： FAOSTAT

表2 主な山羊乳生産国

順位 国名

1 インド

2 スーダン

3 バングラデッシュ

4 パキスタン

2006年の生産量 出所 ：FAOSTAT

山羊乳生産量

3,790,000 

1,519,000 

1,416,000 

676,000 

皇
5

6

7

8

順 国名
ー、フフノス

ギリシャ

スペイン

イラン

山羊乳生産量

583,197 

511,373 

423,383 

365,000 

順位

9

0

 

ー

国名

中国

ウクライナ

（単位：トン）

山羊乳生産量

262,000 

258,000 

表3 主な山羊乳生産国の山羊1頭当りの乳生産量

順位 国名

1 インド

2 スーダン

生産量

127 

64 

3 バングラデッシュ 80 

4 バキスタン 109 

2006年の生産量 出所： FAOSTAT

順位 国名

5 フランス

6 ギリシャ

7 スペイン

8 イラン

（単位： kg)

生産量 順位 国名 生産量

692 ， 中国 189 

119 10 ウクライナ 396 

335 

28 
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平成19年耕地面積
（平成19年7月15日現在）

1.平成19年の全国の耕地面積 （同0.1%)、 4.400ha（同1.3%)、 宅地等への転用が増加したものの、

（田畑計）は、宅地等への転用、 3,400ha（同0.5%）減少した。 畑への転換等が減少したことから

耕作放棄等のかい廃があったこと 2.耕地種類別の面積割合は、田 前年に比べてUOOha減少した。． から前年に比べて 2万1,000ha 54.4%、畑45.6%（うち、普通畑 2)畑

（前年対比0.4%）減少し、 465万 25.2%、樹園地7.0%、牧草地 (1)畑耕地面積は212万haで、前

haとなった。 13.4%）となっている。 年に比べて8,000ha（同0.4%）減

このうち田は253万ha、畑は 1)田 少した。

212万haで、前年に比べてそれぞ (1)田耕地面積は253万haで、前 (2)拡張面積は5,300haで、田か

れ1万3,000ha（同0.5%）、 8,000ha 年に比べて1万3,000ha（前年対比 らの転換等が減少したことから前

（同0.4%)減少した。 0.5%）減少した。 年に比べて1.610ha減少した。

また、畑の種類別には、普通畑 (2)拡張面積は643haで、災害か (3)かい廃面積は1万3,600haで、

は117万2,000ha、樹園地は32万 らの復旧が多かった前年に比べて 宅地等への転用が増加したものの、

3,900ha、牧草地は62万4,000haで、 1,130ha減少した。 耕作放棄等が減少したことから前

前年に比べてそれぞれ1,000ha (3)かい廃面積は1万3,700haで、 年に比べて600ha減少した。

• 表 田畑別耕地面積（全国）

前年との比較
区分 耕地面積

対差 対比

ha ha ％ 

計 4 650 000 △ 21 000 99 6 

田 2 530 000 △ 13 000 99 5 

畑 2 120 000 △ 8 000 99 6 

普通畑 1 172 000 △ 1 000 99 9 

樹園地 323 900 △ 4400 98 7 

牧草地 624 000 △ 3 400 99 5 
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山口県畜産技術協会

0山口県農林総合技術センター畜産技術部が

発足

l.はじめに

山口県畜産技術協会は平成 2年に再編され、

横断的組織として畜産振典に係る受託事業に

よる研修会の開催や技術の普及啓蒙に取り組

み、「山口型放牧マニュアル」の作成などの

業務を行なっています。会員は県内の行政、

指導、研究、教育機関などの畜産関係者84名

です。事務局は昭和63年から山口県畜産試験

場企画連絡室に置かれ、畜産技術者の活動拠

点として、畜産技術の向上および県内外の技

術者・団体相互の連携を図り、畜産振興に寄

与することを目的に活動してきました。畜産

試験場が平成19年4月に山口県農林総合技術

センター畜産技術部に再編されたのにともな

い、事務局も畜産技術部に移って新しい活動

をスタートしました。

2．山口県農林総合技術センター畜産技術部

当畜産技術部は、明治39年に現在の美祢市

伊佐町河原に「山口県種畜育成所」として開

設され、種畜の供給を開始しました。以来、

山口県の畜産振興拠点として農業および社会

情勢に応じた畜産技術開発事業に取り組んで

きました。平成18年度には、創立100周年日

を迎えました。

平成19年度からは、これまでの技術分野ご

との体制から、課題を柱とした家畜改良研究

室、放牧環境研究室、育成業務課の体制にな

りました。そして、研究分野ごとに重点化を

行ない、産地間競争に打ち勝つ地域特産品の

開発も行なうことになりました。次に、業務

概要を紹介します。

1) 畜産技術部の業務：黒毛和種の改良、
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見島牛、無角和種、オリジナル地鶉などの地

域特産品の開発、山口型放牧など特色ある試

験研究、酪農家の育成子牛の預託管理業務を

行なっています。

2) 山口県農林総合技術センターの本部の

共通横断的な連携機能：今回の再編により、

本部には企画情報室、経営・技術研究室（鳥

獣被害相談センター）、食品加工研究室が設

置されました。そして、農業試験場、畜産試

験場、林業指導センター、農業大学校の 4機

関が連携を強めて、農林業関係の試験研究機

関が総合力を発揮し、試験研究、高度技術の

普及、人材育成を一体的に進めることとして

います。

（山口県農林総合技術センター 鈴永真士）

写真 1 やまぐち和牛

写真2 山口型放牧
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社団法人日本ホルスタイン匿録協会

l.（社）日本ホルスタイン登録協会

（社）日本ホルスタイン登録協会は、酪農経

営者を会貝とし、乳牛の血統登録（＝牛戸籍）

や体型審査などの家畜改良増殖法に規定され

た家畜登録事業を行なっている協会です。協会

発足以来、発行した全ての血統登録、体型審査、

検定成組などの証明書の情報が保管されてい

ます。近交を避けた交配や選抜などに広く役立・つように、多くの情報が家畜改良データベース
と当協会のホームページで開示されています。

これらの業務には、 BSE対策の一環として始

められた「家畜個体識別システム」が活用され

ています。ほとんどの事務処理は、専用回線と

インターネットで別々に管理されて、電子情報

で行なわれています。さらに、「個体識別番号」

および「耳票」装着以降に血統登録された乳牛

では、「個体識別番号」が「血統登録番号」にな

っています（耳票装着時にすでに飼養されてい

た血統登録牛には、「血統登録番号」と「個体識

別番号」の両方がつけられ、両者がリンクして

います）。これにより、事務が効率化し、情報が

広く活用できる基礎ができています。

2.協会の業務改善

箪者は、昨年 6月から、 10数年ぶりに乳牛

改良に携わりましたが、当協会は乳牛改良の

推進や酪農経営の改善が目的のために、その

基本は血統登録や審査などの業務を確実に行

なうことから、変化のない、または変化し難

いのではないかと思っていました。しかし、

血統登録では種系登録制度がなくなり血統濃

度47％以上の雌牛が登録され、また日常作業

も手作業、キーパンチ、原簿（冊子 ・マイク

ロフィルム）から、サーバーを通しての電子

的な作業に変わり、現在 ・過去のデータが活

用しやすくなっていました。これにともなっ

て、人員も120余名から20名になりました。

．
 

3.登録情報の活用

昨年、約840万件の血統登録情報を用いて、

近交係数の動向を調査し、全国平均が4.6%、

8頭に 1頭が6.25％以上と算出されました。

この成組を関係者にはお知らせましたが、

近親交配に留意した交配の参考になるように、

ホームページでも「近交回避情報」を発信し

ました。さらに、都道県単位で平均値を尊出

し、その対象牛や要因を分析中ですので、そ

の成績も提供する予定ですQ

4.自動登録の推進

牛群検定による交配情報と家畜個体識別シ

ステムを活用して、一頭ずつの申請書がなく

とも、家畜個体識別による出生報告により自

動的に血統登録が行なえる「自動登録」を推

進しています。さらに、「自動登録」に申込ん

でいる経営（現在は「自動登録」を推進中のた

め限定されている）については、牛の移動な

どがあっても、証明書に印字してない限りは、

移動証明の申込みを必要とせず、台帳上で移

動できるようになっています。「自動登録」は、

北海道では共済などの協力で普及率87％以上

ですが、都府県では「交配情報」の遣子化の制

約などから約13％しか普及していません。

5.家畜個体識別システムの活用の推進

当協会では、「家畜個体識別システム」を活

用して、業務改善を進めています。そして、

発足後5年を経過し、「家畜個体識別システム」

のさらなる有効活用を検討しています。当協

会の業務に直結する「交配関係データの電子

化」や酪牒経営者からの要望がある「情報入

出力のワンストップ化」の実現に近づくよう

に、これらを活用した情報の集約や提供など、

高度活用に多くの関係者が取り組まれること

を期待しています。

（専務理事藤村忠彦）
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「ふれあい牧場」での一日

先日、幼稚園に通っている娘を連れて、

いわゆる「ふれあい牧場」に行って来まし

た。娘が一番喜んだのは、家畜動物園の子

ヤギに餌をあげたことでした。ここの子ヤ

ギは人に馴れていて、餌を見ると近寄って

きて、手のひらにのせた餌を柔らかい舌を

使ってぱくぱくと食べました。その間に、

もう 一方の手で頭や体をなでてやりながら、

「かわいい、かわいい」と言って、何度も

餌をやっていました。

馬は大きいので、近寄るのがちょっと怖

いようでした。しかし、ポニーやロバは馬

より小さいので、お母さんに抱っこしても

らって、手をのばして頭をなでたりしてい

ました。ウサギやモルモットには、金網越

しに、にんじんをやっていました。そのほ

か、アヒルやいろいろな種類のニワトリ、

そして日頃出会わないさまざまな家畜とも

ふれあうことができました。

次に、娘が喜んだのは、遊具コーナーの

「おもしろ自転車」でした。親は牧場の中

の坂道のある周回コースを何回も回らされ、

かなりきつい思いをしました。また、池に

餌を投げると、鯉やニジマスが群がって食

べる様子を眺めることも楽しかったようで

す。

牧場で搾った牛乳から作った手作りソフ

トクリームを食べましたが、大変おいしく

娘も喜んでいました。このほかに、自家生

産した牛肉や羊肉を使ったバーベキューを

提供していました。

帰ろうとして牧場のゲートに向かうと、

娘は「まだ、ここで遊ぶの」といって泣き

出してしまうほど、この牧場が気に入った

ようでした。

そんなとき、小学校の高学年くらいの子

供がお母さんに「この牧場、牛はどこにい
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たの？」と聞いているのが耳に入りました。

確かに、今まで巡ってきたところには、牛

は見られませんでした。管理事務所には、

地元のホルスタイン共進会で表彰された優

秀な乳牛のトロフィーが並んでいましたの

で、牛はいるはずです。牛はどこにいたの

でしょうか。

そう、牛はいました。一般客が人れるふ

れあい牧場から少し離れた所の畜舎に、乳

牛が飼われていました。でも、家畜伝染病

の侵入を警戒しているためでしょうか、関

係者以外立入禁止となっています。遠くか

ら眺めるだけで、牛とふれあって身近に感

じることができなかったので、残念な気が

しました。

すべてのふれあい牧場が、このようなシ

ステムではないとは思いますが、酪農や畜

産に対して理解を深めてもらうことが目的

の一つであるならば、せっかく来ている

人々、特に子供たちが牧場の主役である乳

牛や搾乳作業をみることができ、さらに、

実際に乳房にさわって牛乳を搾ったりして、

五感で乳牛を感じることができると良いの

ではないかと思いました。そうすれば、 一

般の人々の乳牛に対する感じ方も変わり、

牛乳 ・乳製品の消費拡大にもつながるので

はないでしょうか。

実際に牛乳の生産のために、乳牛がどれ

くらいの量の餌を食べているのかを見るこ

とができれば、最近問題になっている飼料

価格の高騰が生産者にとって切実であるこ

とを認識してもらえるでしょう 。そして、

飼料価格の上昇分を牛乳価格に転嫁するこ

とに理解を示す消費者が少しでも増えるこ

とにつながれば良いと思いました。そんな

ことを考えた、ある休日でした。

(base) 
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〇 「福島牛」が福島県ブランド認証産品にな

る

福島県では、選りすぐりの県産品を「福島

県プランド」として認証する制度を立ち上げ

ました。現在、これらの認証産品については、

県内外に戦略的な売り込みを展開しています。

この県プランドの農林水産物第 1号として、

平成19年10月1日に全農福島県本部の和牛肉

「福島牛」の最上級ランク (A-5、B-5) 

を認証しました。

「福島牛」は、風味が翡かで、まろやかな

味わい、色鮮やかで良質の霜降りを持つ、ま

さに牛肉の傑作品と自負しており、その品質

◇ ◇ ◇ 

内亘亘］

．
 

Olt's A Green Dream 佐賀競馬！ ！ 

佐賀競馬場は佐賀県の東部で、九J11の交通

の要である鳥栖市にあります。本競馬場では、

来場された誕生日の月の方や10名以上のグル

ープヘの有料指定席の無料開放、花束プレゼ

ンターの募集など、お客様に満足いただくた

めの様々なサービスを行なっています。

今年は、フサイチ軍団総帥の関口房朗氏が

所有する 2歳馬が入厩することになり、その

馬名の公募が行なわれました。全国から937

は平成18年と19年の全農肉牛枝肉共励会で連

続して名誉買を受宜するなど、全国的に高い

評価を受けています。

本年10月に東京食肉市場で開催された「東

京食肉市場まつり2007」では、「福島牛」を

はじめとし、福島県をまるごと PRしました。
ヽ ロ

ブランド認証産品の「福島牛」のしゃぶしゃ

ぶの試食コーナーは、長蛇の列ができるほど

大好評で、「福島牛」のおいしさが十分認識

されたと思います。本県の和牛肉の約 7割が

出荷されている首都圏においても、今後もこ

うした取り組みを通じて、さらなる「福島牛」

の品質と知名度の向上に取り組んでいきます。

（畜産振興グループ壁谷里織）

件の応募があり、その中からオーナーの関口

氏により選ばれた「フサイチサガン トス」に

決定しました。この馬名はサ ッカー J2の地

元チーム名に由来しており、佐賀ら しい馬名

と好評です。

デビュー後、「フサイチサガン トス」は無

傷の 4連勝を達成し、大いに佐賀競馬を盛り

上げています。

皆様、ぜひ、佐賀競馬にお越しください。

（佐賀県畜産課永野明弘）
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社会に貢献していることを実感できる場が

あるらしい 廣川 治 2
最近の大学における畜産教育の現状

栗原良雄

「知的財産」と「文化財」 秋岡榮子
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食文化に根ざした食肉生産をめざそう

畜産技術と食品安全委員会

特

沖谷明紘 11

酒井豊 12

集 月号

2007年新春放談：畜産技術を展望する畜産
環境対策技術の現状と展望

I.畜舎汚水の浄化処理技術

田中康男 ・鈴木一好

II.悪臭問題と臭気対策 黒田和孝

ill.堆肥化技術と成分調整成型堆肥

田中章浩 ・薬師堂謙ー 4

w．給与飼料からの環境負荷低減技術
古谷修 4

座談会：畜産経営におけるコントラクター

の役割 ：現状と展望 7 

家畜栄養管理技術の最近の進歩 10 

I.家畜栄養管理技術の最近の進歩と今
後の展開方向 寺田文典 10

II.乳牛：蛋白質要求量評価システムの
精密化とその応用

梶川博•関 誠 10

ill.肉牛：代謝生理的刷り込みを活用した

草資源フル活用型新飼菱技術
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大型X線CT装置による肥育牛の筋肉と脂肪

の成長様相の計測 佐久間弘典 1
緑茶およびコーヒー飲料残演TMRの調製
と利用 徐春城 1

飼料イネの抗張強度（脱粒性）が乳牛の子

実排せつ率に及ぽす影響 新出昭吾 2
表面流式人工湿地による畜産排水の無機態

窒素の処理 森岡理紀 2
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産卵鶏における照度低下および断嘴による

敵対行動の抑制 新村毅 6 7 

肉用牛の脂肪細胞分化に対する微批栄養索

の影響 河内浩行 7 22 

刈り取り牧章のヒー トダメージが軽種馬の

消化性に及ぼす影響 出口健三郎 7 28 

酪農場のふん尿利用を支援するソフト

「AMAFE2006」 松中照夫 8 2 

プタの非外科的胚移植カテーテルの開発

吉岡耕治 8 6 

蚊媒介性病原体サーベイランスのための蚊

分類データベース 金平克史 9 2 

パーコール液を用いた核移植レシピエント

卵子の簡易評価法 四ッ島野二 9 7 

全面有孔暗渠管を利用した切り返しをしな

い堆肥化技術 田邊 !ft10 25 

硝酸態窒素を苓積しにくいイタリアンライ

グラスの系統の育成 川地太兵 10 30 

飼料作物における硝酸態窒素濃度の簡易評

価法 須永義人 11 2 

北海道根釧地域におけるイタリアンライグ

ラスを用いた雑草防除法 佐藤尚親 11 6 

牛肉の品質研究のためのプロテオミクス：

トロポニンTを中心として 室谷進 12 2 

オーチャードグラスに新たに発生した侵入

病害 「黄さび病」 菅原幸哉 12 8 

技術情報 月号頁

QTL（批的形質に関与する遺伝子座）情報の

利用と育種改良 佐藤正党 1 30 

ロールベールを縦憫きするラ ッピングマシ

ーン 深水弘文 1 35 

バイトカウンター （喫食回数計測装匿）に

よる放牧搾乳牛の採食籠推定法

梅村和弘 2 10 

ヨーネ病山羊の病理解剖事例 佐藤剛 2 12 

寒冷期の発酵が促進できる堆肥化施設

向弘之 3 10 

大腸菌群数からみた戻し堆肥敷料の衛生面

の検討 井上雅美 3 13 

新型牛パピローマウイルスによる牛乳頭腫

症の集団発生事例 畠間真一 4 30 

搾乳ロボットの開発の現状と新機種の機能

高橋圭二 4 34 

インバータとタイマーの併用による通気式

堆肥舎の低コスト ・省エネルギー化

小山太 5 10 

低ランク胚の透明帯切開と 2胚新鮮移植に

よる子牛生産率の向上 谷山敦 5 14 

乾草脱落址の少ない組立式ロールベール用

草架の開発 津田俊昭 6 11 

牛遺伝性疾患原因遺伝子のDNA解析によ

る検査 森田光夫 6 15 

耕作放棄地放牧の普及に向けての新しい試み

池田哲也 7 33 

飼料作物の二毛作における不耕起播種導入

要件の検討 森田聡一郎 7

普通型コンバインを用いた飼料イネの収穫

・調製技術 飯島雄二 8

里地放牧技術のチェ ックリストの策定と活用

千田雅之 8

マメ科牧草ガレガ種子の硬実打破処理

井戸睦己，

医療用モデルプタ開発の現状と展望

大西彰 9

超微細高密度オゾン水（ナノピコオゾン

水TM)による畜舎の洗浄消毒 白井淳査 10 33 

生産から食烏検査までのデータを活用した

肉用鶏牒場の生産性向上事例

宮田なつみ 10 39 

畜産塁家のための堆肥生産 ・汚水処理サポ

ートシステム 長蜂孝文 11 11 

ミツバチの抗菌性ペプチドの特性と養鋒業

への応用 芳山三喜雄・木村澄 11

未経産肥育牛のと畜後の卵子を活用した褐

毛和種の種雄牛の造成 高橋剛 12 13 

消石灰乳剤の踏み込み消毒槽の効果

久利俊二 12 16 

月号頁

正田陽一 1

37 

11 

16 

10 

15 

15 

研究所だより

福岡県農業総合試験場畜産研究部門

田口消宜 1

東北牒業研究センター畜産草地分野

須山哲男 2

タイ一日本人獣感染症共同研究センター

西藤岳彦 3

9

6

7

 

3

1

1

 

ニュージーランド・リンカーン大学

内田義崇 4 39 

明治飼柑（探研究開発部水戸研究牧場

小原嘉昭 5 17 

共立製薬株式会社先端技術開発センター

梶原雅哉 6 20 

（独）典業 ・食品産業技術総合研究機構

動物衛生研究所海外病研究施設

津田知幸 7 41 

（独）塁業・食品産業技術総合研究機構

九州沖縄腹業研究センター 九州バイオ

マス利用研究チーム 薬師堂謙ー 8 22 

ゼノア ック日本全薬工業卸研究開発部門

佐藤洋一 9 19 

神戸大学大学院農学研究科附属食査源教育

研究センター 大山憲二 10 43 

宮城県畜産試験場 沼辺孝 11 20 

石川県畜産総合センター 北満夫 12 21 

連 載 月号頁

日本の伝統文化と家畜

(7)諺・格言 ・成句の中の牛
ヽ

41 

畜産学をめぐる最近の話題
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(1)畜産学へ向かう心とフロンティア精神

佐藤英明 2 18 
日本の伝統文化と家畜

(8)和風料理・かつ丼の歴史 正田陽ー 2 22 

畜産学をめぐる最近の話題

(2)卵子研究の伝統と新しい技術

佐藤英明 3 19 
(3) ES細胞の嵯欺と再挑戦 佐藤英明 4 41 
日本の伝統文化と家畜

(9) 鳥の声を楽しむ文化・日本の三大長

鳴鶏 正田陽一 4 46 

畜産学をめぐる最近の話題

(4)新しい家畜と研究推進の司令塔

佐藤英明 5 19 
(5)畜産技術の研究モデルと新しい職業

佐藤英明 6 22 
日本の伝統文化と家畜

(10) 尾•愛でたい鶏：久連子鶏と土佐の

オナガドリ 正田陽一 6 28 

畜産学をめぐる最近の話題

(6) わが国の家畜繁硝学の立脚点と役割

佐藤英明 7 43 

日本の伝統文化と家畜

(11)歌舞伎の舞台に登場する家畜

正田陽一 7 48 

畜産学をめぐる最近の話題

(7)野生動物と畜産技術の「多面的機能」

佐藤英明 8 24 

(8)犬研究の魅力と倫理 佐藤英明 9 21 

(9) 「相利共生」と向き合う畜産学と畜産

技術 佐藤英明 10 45 
(10)家畜の歴史と「アニマルサイエンス」

佐藤英明 11 22 

動物用電子タグとその応用

(1)電子タグの概要 中村雄有 11 29 

畜産学をめぐる最近の話題

(11)畜産学の視点とその広がり

佐藤英明 12 23 

動物用電子タグとその応用

(2)動物用電子タグの動作原理

中村雄有 12 29 

海外情報 月号頁

北米における飼料作物種子の品質保証制度

の調査 辻佳秀 2 26 

米国と EUにおけるクローン家畜の安全性

評価の動き

I. アメリカ合衆国FDAのクローン家畜

の安全性に関する報告書 高橋清也 7 52 
II. EUにおけるクローン家畜の安全性

評価の動きについて 木下良智 7 56 

米国における羊肉生産のための品種間交雑

利用 木下良智 9 26 

なぜ韓米FTAが合意されたか 鈴木宣弘 11 33 

54 

国内情報 月号 頁

鶏の育種および育種事業の変遷

皿鶏の育種事業はなぜ寡占化されるのか

駒井亨 1 44 

畜産安心ブランド生産農場認定にむけた取

り組み事例 岡本英司 1 47 

DNA情報に基づく牛肉の品種鑑定技術の

現状 渡邊敏夫 2 30 

シンポジウム「人獣共通感染症ー動物に潜

む病原体を探る」の概要 池田秀利 3 24 

わが国におけるめん羊飼育の現状 河野博英 3 28 

わが国の馬生産と新生ばんえい競馬

岡明男 4 50 
中国四国地域における肉用繁殖牛増頭の取

り組み 塚口大祐 4 54 

牛のヨーネ病防疫対策要領の概要 西田岳史 5 24 

京都で開催された第33回国際胚移植学会
年次大会の概要 俣屋発由 5 28 

黄色ブドウ球菌に起因する乳房炎の清浄化

に向けた取り組み 先名雅実・後藤利隆 6 32 
「牛乳バッシング」にもの申す 仁木良哉 6 35 
畜産動物用ワクチンと今後の開発方向

清水実嗣 7 58 

わが国における豚コレラの清浄化 小倉弘明 8 30 

農林水産研究知的財産戦略の策定 高野浩文 8 34 
大規模な「鶏ふんバイオマス発電施設」の

概要 甲斐敬康 9 29 

全国飼料増産行動会議の現状 野口政志 10 51 

家畜改良センターにおける牛個体識別業務

武田哲夫 10 55 
第11回全国草地畜産コンクール受賞者と

経営の特徴 萬田富治 11 37 

純国産鶏種「たつの」について 山本洋ー 11 41 
全国畜産関係場所長ブロック会議の概要

塩川 忠・木村和生 12 33 

マッチングフォーラム「酪農経営のゆとり

と美味しい牛乳生産を生み出す集約放牧

技術」の概要 篠田満 12 38 

国際協力情報 月号頁

メキシコの家畜衛生事情 山本孝史 6 39 

地域の動き 月号頁

ェコフィードで生産した宮崎県産銘柄豚肉

のプランド化にむけて （宮崎県）

岩切正芳 1 51 

第9回全国和牛能力共進会の成功を目指し

て！ （鳥取県） 澤田雅広 2 34 
活発なチェックオフ活動を行なうナイス・

ポーク・チバ推進協議会（千葉県）

山田美代子 3 32 

「食育」と「乳牛とのふれあい体験」

（岡山県） 阿部文彦 4 58 

広島牛の生産構造の改革（広島県）吉上 渉 5 32 

現場に密着した牛群検定指導の新たな取り
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組み（徳島県） 渡邊徹 6

香川県の畜産三題（香川県） 藤井箕次 7

規格外バレイショ給与豚による「霜降り肉」

の生産（長崎県） 嶋澤光ー 8

「熊本の畜産」 トピックス（熊本県）

長生朋子，

安心で美しい郷づくり（富山県）松村隆治 10

古来からの銘柄「大和牛」の復活（奈良県）

小財千明 11

但馬牛のDNA情報研究施設「家畜育種研究
棟」の新設（兵庫県） 柴谷増博 12

文 献

．
 

情 報 月号

新編畜産ハンドブック

ルミノロジーの基礎と応用

一高泌乳牛の栄養生理と疾病対策一

草地管理指標ー草地の維持管理絹改訂版

鳥インフルエンザはウイルスの警告だ

ーヒトと動物の不思議な関係一

ウサギの飼養管理・受精卵移植マニュアル

家畜ふん尿処理施設 ・機械選定ガイドブック

（脱臭．焼却 ・炭化施設編）

変量効果の推定とBLUP法

ハンドメイドクローン手法：実用化の可能

性と限界

インフルエンザウイルスを追う

家畜ふん堆肥の基礎から販売まで～100問

100答～ 10

お苦しみはこれからだーオキナワの動物病

性鑑定記 11 

新版特用畜産ハンドブック 12 

ー

2

3

 

4

5

 

6

7

 

8

9

 

用 語 解 説 月号

．
 

ニュートリジェノミクス 阿部啓之

Mx遺伝子 両角岳哉

コ・ジェネレーションシステム 本田善文

オートソーティング豚舎 柏崎守

ドラッグデリバリーシステム（薬物送達シ

ステム） 犬丸茂樹 5

畜産物のトランス脂肪酸 栗崎純一 6

アジュバント 犬丸茂樹 7

DDGS 嵩田良三 8
ロッドスコア 林武司，

ピッグフロー 山下哲生 10

肉用牛枝肉情報全国データベース

佐藤満美子 11

神谷裕子 12

1

2

3

4

 

骨代謝マーカー

海 外 統 計 月号

中国の最近の肉牛生産と消費動向 1 

畜産統計にみる世界と日本：畜産生産物の

主要国ベスト 5

南太平洋諸国の肉牛生産の現状

わが国の開発途上国援助の現状

わが国の畜産分野での開発途上国援助の現状

2

3

4

5

 

44 

62 

36 

33 

59 

43 

12 

頁

53 

36 

34 

60 

34 

46 

64 

38 

35 

61 

45 

44 

頁

54 

37 

35 

61 

35 

47 

65 

39 

36 

62 

46 

45 

頁

55 

38 

36 

62 

36 

人間開発指数から見えてくる援助が必要な

開発途上国

世界の生乳生産

オーストラリアの山羊肉輸出

カナダの蜂蜜生産

減少している日本の海外援助

世界の山羊生産事情 (1)

世界の山羊生産事情 (2)

国 内 統

平成18年肥育牛生産費調査

（平成18年11月8日公表）の概要

平成18年牛乳生産費調壺

（平成18年11月8日公表）の概要

平成18年産飼料作物の作付（栽培）面積及

び収穫最（牧草、青刈 りとうもろこし、

ソルゴー及び青刈りえん麦）

平成17年個別経営の営農類型別経営統計

（酪農 ・肉用牛 ・養豚 ・採卵養鶏 ・ブロ

イラー養鶏経営）

平成17年度食料需給表（概算）

平成17年農林水産業生産指数（確定）

平成18年農業物価指数（平成12年基準）

平成18年食烏流通統計調壺結果の概要

畜産統計（平成19年 2月1日現在）乳用牛

及び肉用牛について 9 

畜産統計（平成19年2月1日現在）豚及び

採卵鶏について

平成17年度 農業 ・食料関連産業の経済

計算（速報） 11 

平成19年耕地面積（平成19年7月15日現在） 12

会員だより

大分県畜産技術連盟 白根英治

全国畜産農業協同組合連合会企画指祁室

北海道畜産技術連盟 田村千秋

（財）日本実験動物協会 前理雄

岩手県畜産技術連盟 吉田登

（社）日本獣医師会 高橋幸雄

石川県畜産技術連盟 荒邦昌宏

（社）日本家畜人工授精師協会 楢崎秀夫

群馬県畜産技術連盟 松本尚武

（社）日本食肉協議会 山本忍

青森県畜産技術連盟 佐々木正章

（財）日本食肉消費総合センター松本隆志

埼玉県畜産技術連盟 島野知二

全国農業協同組合連合会 (JA全農）

守江寛

静岡県畜産技術協会 齋藤美英

（財）日本食肉生産技術開発センター

板垣基樹

伊藤博康

山本達雄

高田富太郎

織田信美

山形県畜産技術連盟

（財）日本食肉流通センター

福岡県畜産技術協会

（社）日本装蹄師協会

6
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1
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39 
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63 

37 

49 

67 

41 
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40 

41 

38 

39 

64 
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38 

39 

50 

51 

68 

69 

42 

43 

39 

40 

65 
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55 



三重県畜産技術連盟

日本畜産技術士会

山口県畜産技術協会

西康裕 11 49 

上野嘩男 11 50 
鈴永真士 12 48 
藤村忠彦 12 49 （社）ホルスタイン登録協会

百舌 鳥 月号頁

「賞味期限」におもう (M.0) 1 59 
組織の再チャレンジカ (KOTTUTEUSI) 2 42 
まぐろの「トロ」とつながる畜産 (base) 3 40 
生産性向上の＂しわ寄せ＂（ピガンド・アイ） 4 66 
フードファデイズムに踊らされないために

(T ・ H) 5 40 
バイオ燃料考 （老兵） 6 52 
・ストックしよう (K.O) 7 70 
家畜の気持ち （時代おくれ） 8 44 
エネルギー問題と飼料生産 (KOTTUTEUSI)9 41 
「きっかけは眼の誕生だった」（マイクロ） 10 67 
ハイテク機炎上事故が問うもの

（ピガンド ・アイ） 11 51 
「ふれあい牧場」での一日 (base) 12 50 

地方だより

月号頁 月号頁 月号頁 月号頁
1 -60 2 -43 3 -41 4 -67 
月号頁 月号頁 月号頁 月号頁
5 -41 6 -53 7 -71 8 -53 
月号頁 月号頁 月号頁 月号頁
9 -42 10-68 ll -52 12-51 

中央だより 月号頁

全国畜産関係場所長会平成19年度畜産研究
功労者表彰 8 45 

協会だより 月号頁

民間活力による畜産生産技術研究開発推進

事業（新規）の公募（予告） 4 68 
民間活力による畜産生産技術研究開発推進

事業（新規）の公募 7 72 

社団法人畜産技術協会第45回通常総会の開催 7 73 
第41回（平成18年度）優秀畜産技術者表彰 8 46 
畜産技術協会が平成19年度に新規委託する
研究開発課題 9 43 
専務理事の辞任と事務局長の就任 9 44 

平成20年度に委託する研究開発課題を募集 10 69 

畜産技術協会事業等記録 （研究開発第 1部
・研究開発第 2部・海外技術交流部・緬山
羊振興部 ・初生雛鑑別部・企画情報部）

月号頁 月号頁 月号頁 月号頁

1 -22・34 2 -44 3 -9 ・ 16 4 -49 
月号頁 月号頁 月号頁 月号頁

5-27・42 6 -31 8 -29 9 -44 

月号頁 月号頁 月号頁

10-54 11-53 12-20 

56 

学会・研究会 ・シンポジウム等のお知らせ

月号頁 月号頁 月号頁 月号頁
1-50 2-44 3-27 4-38 
月号頁 月号頁 月号頁 月号頁
5 -23 6 -27 7 -32 8 -10 
月号頁 月号頁 月号頁 月号頁
9 -32 10 -70 11 -19 12 -15 

人の動き

月号頁 月号頁 月号頁 月号頁
2 - 9 8 -21 9 -28 10-29 
月号頁 月号頁

11-14 12-41 

そ の他

畜産大賞

・研究開発部門における平成18年度最優秀
買および優秀賞の紹介

•細断型ロールベーラの開発と高品質コー
ンサイレージの調製技術

生物系特定産業技術研究支援センター

細断型ロールベーラ研究開発グループ 3 49 
・アルボウイルスによる牛異常産の流行監

視技術の開発

動物衛生研究所九州支所アルボウイル

ス研究グループ 3 51 
平成19年度予算概算決定の重点事項（生産
局 ：畜産関係） 3 42 
平成19年度予算概算決定の重点事項（消費

• 安全局：家畜衛生関係） 3 44 
官公庁畜産関係職員抄録 5 43 
平成19年度春の勲章・褒章受章者（会員関
連等） 6 14 
畜産技術協会賞

第4回畜産技術協会賞 受賞課題の紹介
．抗酸化ビタミンE給与による食肉の品質

保持技術の開発

前（独）農業 ・食品産業技術総合研究機構

畜産草地研究所畜産物品質研究チーム長

三津本充 8 49 
「コンポテスター」開発による堆肥の腐

熟度判定とその応用

コンポテスター開発グループ 8 51 
平成19年度秋の勲章 ・褒章受章者（会員関
連等） 12 20 

畜産技術 2007年12月号

ヽ



． 

．
 

―j IJ足}-9034

茉京都文壼区湯島3-2rr-C

了EL03そ足応もそ乏応）―l

FLv g己333巳-23D2

E-mail ir和＠jl•国」］rL翌jp

h•口p:／／jlta」]「J 足ggjp/

A5版 360ページオールカラー

価格：本単価 3500円（消費税込み）

送料： 500円

1:l~ nガチョウ

“”.....,.‘‘令.._1 ・12七面周（クーキー）
‘｀し、し贔

：置置
i.. ff"" ・13 7戸コホ□馬
” 1 4 キジ，ャ—1ドリ

ヽ..-.....‘‘‘ 臼地域特産鶏

や...，，， レヽし》 K .lら局骨鶏（ワコッケイ）

f-...‘‘ d“ 4 v、、令..m .lフグチョヮ” ... 
し‘し鼻

トィ.,..... 

‘‘‘,....... ・ia響麟
綱 レヽし

‘‘̂ ... ＂ 贔ト ...鯛

J に）毛麟諷

4“る日‘亭 20パット副I烏

問い合せ，下さい一

2・1 ~ツバチ



バイオ●羅、 試 の専門繭社

J 
PCRの成功の鍵を握る、
信頼のサーマルサイクラー

GeneAmpR 
PCR System 9700シリーズ
◆加熱・冷却新方式により、サイズを小型化しました。

◆Peltier一体化型サンプルブロックは、交換可能です。

インストール時には、サンプルブロックを搭載しています。

・GeneAmp PCR System 9700 0.2ml,96サンプル

本タイプのサンプルブロックには、ゴールドコーティングシルバー

シルパーおよびアルミニウムがあります。

・ Dual 384-Well GeneAmp PCR System 9700 

0.02ml,2X384サンプル

本タイブのサンプルブロックには、ヒートカバーが電動開閉

するタイプもあります。

・ 0.5ml GeneAmp PCR System 9700 0.5ml,60サンプル

◆バックライト方式のグラフィカルインターフェイスの採用により、

プログラミングや反応のモニタリングが容易です。

血液、その他体液からのゲノムDNAの精製
対象サンプル
•全血（ヒトあるいは動物の血液）
•クエン酸やEDTA、ヘバリンで抗凝固処理した全血
●血溝血漿、バフィーコート．血小板、体液（例：羊膜液）

●107個までのリン/O.lJ! 
●培養細胞 下

特徴

・精製方式：シリカメンプレンを用いた遠心ろ過法

・PCR阻害物質を完全に除去できます。
•そのまま使用できるDNAを20分以内に精製できます。
・サンプル量： ~200µ1 •一般的な回収量：4~6µg DNA 
・容出量：25~50μ1
・洗浄ステップと乾燥ステップを統合しました。

・遠心ろ過法と吸引ろ過法の両方の操作が可能です。

QuickPureの撮作手順

漕綱

極，，，て迅速な

操作方法！

揉作時問く90分

橿準的な操作方法

ii,. 
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田 雅 広

東関東営簗所

〒277-0827 千葉県柏市松葉町2-28-3
TEL:0471-37-1663 FAX:□471-37-1668 
E-mail: frontix@green.odn.ne.jp 
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